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トヨタ自動車は、メセナ（芸術文化支援）活動の一環として、１９９６年６月に「トヨタ・アートマネジメント講座」（以下TAM）を開始い

たしました。

アートを通して地域社会を活性化する「地域のアートマネージャー」を各地で育成し、行政・文化機関・地域など、さまざまなレベルで

地元密着型のアートマネジメントが盛んになることを目的に、活動を推進してまいりましたが、２００４年３月までに、全国３２地域で５３回

開催し、延べ１万人の方に参加いただきました。

アートを取り巻く環境は、TAM開始当初より大きく変化しました。文化芸術振興基本法が制定され、大学・大学院でのアートマネジメ

ント関連講座は８０を超え、芸術系NPOも約１０００団体を超えるとも言われます。TAMを通じて各地域のアートマネージャーによる独自

の活動も活性化し、マスコミにも大きく報道されるようになりました。

このような背景のもと、TAMの２００３年度（０３年４月～０４年３月）は総括の年とし、名古屋、大阪、山口、東京で、４つの講座を開催

しました。名古屋大会（０３年１０月１１日）では、各地の芸術文化環境の現状や問題点を把握し、大阪（０４年１月２４日・２５日）・山口（０４

年２月７日・８日）ではその地域の特性に即したケーススタディを実施しました。最終講座の東京会議２００４（０４年３月２０日）では「これ

からの日本社会とアートについて、私の主張」を公募し、さまざまな立場の方からの意見をお寄せいただき、今後の文化振興のため、国・

自治体・NPO・企業の役割と連携についても包括的に議論いたしました。講座を通して、アートマネジメントに対する認識が広く社会に

浸透し、専門家だけではなく、市民の方々がより積極的にアートと関わるようになり、社会とアートの関係が多様化してきている現状を把

握することができました。

こうした現状を確認できたこともあり、TAMにおきましては従来の「講座形式」での活動は一区切りとさせていただき、今後はアートマ

ネジメント総合情報を幅広い方々にご利用いただくことを目標に、２００４年秋にはホームページ「ネットTAM」を開設する予定です。

またTAMの財産である、ノウハウやネットワークを今後の当社のメセナ活動へフィードバックし、引き続き芸術活動を通じた地域社会の

活性化に向け、鋭意努力して参りたいと存じます。

最後になりましたが、この場をお借りして、８年間当講座の運営に多大なご協力を賜りました、社団法人企業メセナ協議会様および各

分野のディレクター様、各地の実行委員会の皆様、そして講座に参加いただきました皆様に対しまして、厚く御礼申し上げます。

２００４年９月

トヨタ自動車株式会社

TAMの取り組みと今後の展望



企業メセナといえば、アーティスト自身の育成やその活動に対して支援するケースが一般的であるが、芸術と社

会を結ぶ人材の育成という、どちらかといえば地味なプログラムに取り組む事例はそう多くない。その意味でも

TAMはユニークな企業メセナのひとつであった。

１９９６年の８月１４日付け日本経済新聞「文化往来」欄には、「トヨタ、低予算で効果的メセナ」という見出しが

掲げられ、スタートしたTAMについて紹介し、「これからの企業の文化支援のあり方を示す一つの好例といえる

だろう」という言葉で結ばれている。

企業メセナ協議会は１９９０年の発足以来、芸術文化を取り巻く環境の改善、すなわち芸術文化振興のための

基盤整備、とくにソフト面の整備促進を大きな目標の１つに掲げてきたが、TAMはまさにそのような問題意識の

もとで、トヨタ自動車広報部社会文化広報室と企業メセナ協議会事務局との間での幾度かにわたる協議を経て

１９９６年６月にスタートした。

当時、すでにアートマネジメントの必要性や重要性についての認識は高まりつつあり、大学をはじめさまざまな

機関で関連の講座が開かれ始めていたが、TAMはあえてそれらとは一線を画し、あくまで「実践」を重視し、企

画・運営の一部を開催地の人々の手に委ねて、地元密着型の内容で展開されることになった。

このように内容面においても一味違ったこのプログラムは、各地に熱心なファンを生み出しながら、その後８年

間にわたって継続された。

本年（２００４年）３月１６日付け、同じく日本経済新聞「文化往来」欄は、「トヨタの芸術支援講座、最終回迎え

る」との見出しで、「TAMはとりわけ実践的だった」ことを紹介し、「今後、アート・マネジメントの領域では議論よ

りも現場で汗を流すことが求められてくるだろう」と述べている。

企業メセナの成果を正しく評価することはなかなかの難問ではあるが、TAMは間違いなく日本のアートマネジ

メントの世界に貴重な一石を投じ、多く人々の関心をあつめた点において、優れたプログラムであったことは間違

いないだろう。

日本の芸術文化の環境には、まだまだ解決すべき課題も多く、協議会としてもひきつづきTAMのようなユニー

クなメセナプログラムの開発に取り組んでいきたい。

企業メセナとしてのTAM

TAM運営委員会事務局／社団法人企業メセナ協議会事務局長　角山紘一
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この講座をはじめた頃の状況は隔世の感があるが、終わってみるとかすかに胃に残る消化不能な小石のような

ものが存在することに気づいた。数々の都市で「アートマネジメント」を説いてまわったが、何かアートの現場とは

少し遠い場所にいるのではないかという「恐れ」にいつもつきまとわれていたのかもしれない。

私は「アート」の専門家でありたいとは思うが、果たしてそれは「アートマネジメント」の専門家であることとイ

コールなのだろうか。「アート」の専門家でない者が「アートマネジメント」の専門家であることなどありえるのだろ

うか。アートの現場を知らない者が「アートマネジメント」を教えることなどできるのだろうか。理屈より現場を体

験しろ、いやいや、そんな保守的な発想が、現場の新陳代謝を阻害しているのかもしれない。いつまでも現場の地

位にしがみついていないで早く世代交代を進めなければ、若い制作者の才能とチャンスをつぶしてしまうのではな

いだろうか。この講座のディレクターを最初からつとめて、最後まで交代もしなかったことが本当に悔やまれる。

過去の記録を読み返すと実に多くの出会いがあって、最後の年に開催していただいた大阪の應典院の住職の

秋田さんの説法が聞けたり、その前年の高知では映画のセッションでユーロスペースの堀越さんの刺激的な話が聞

けたりと、きっと一番得をしたのは私だろう。感謝、感謝。

舞台芸術はあいかわらず厳しい状況が続いている。いい作品に観客がこない。テレビで名の通ったタレントが出

る作品にしか観客がこない。つまり作品を見る観客があまりいない。それは長い間、タレントにたよって制作（マネ

ジメント）をしてきたことのツケがまわっているだけなのだが、どうしたらこのスパイラルから抜け出せるのか、まだ

道はみえない。そろそろ「アートマネージャー」たちの腕の見せ所ではないのか。

アートのマネジメントなんて、やればやるほど問題だらけなのだから、しぶとくかつ過激に、つまり根底的に問題

を提起してやりつづける以外にない。

市村作知雄（いちむら・さちお） 東京国際芸術祭ディレクター

１９８３年～９７年、ダンスグループ山海塾制作。１９９０年、APA（芸術振興協会）設立、代表。１９９７年～２００３

年、パークタワー・アートプログラムアドバイザー。２００１年、NPO法人アートネットワーク・ジャパン設立、理事長。

２００２年、NPO法人「芸術家と子どもたち」副理事長。２００３年、東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科助教

授。主な論文・調査に、「アートの援助システム確立のための基礎研究」（トヨタ財団、日豪交流基金助成）、「アー

トの情報整備」（セゾン文化財団助成、国際交流基金）、翻訳『NONPROFIT HANDBOOK』（笹川平和財団より

委託）、「日本船舶振興会への提言」（博報堂より委託）。多岐にわたる舞台芸術関連の公演・講座・シンポジウムな

どのプロデュースおよび制作を多数手がけている。

［演 劇］

トヨタ・アートマネジメント講座を終えて

TAM運営委員会ディレクター（演劇） 市村作知雄
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時節を得た必然性のある企画はブレイクする。まさにトヨタ・アートマネジメント講座（TAM）はその典型だっ

た。企業名を冠するメセナプログラムとして１９９６年から２００４年３月まで開催された、アートの良きつなぎ手を育

成する新領域でのメセナがTAMであった。

社会貢献の意識からアート活動を支援するメセナ部署の企業内アート関係者にとって、さらには新しくアートの

世界に関わりを持ちたいと思う多くの人に、アートとアートマネジメントを知るための座学は、その世界に参入する

ためのゲート・ウエイとして機能した。延べ参加数が如実にそのことを物語ってくれている。

では、かくまでに好評を博したプログラムを終える理由はあるのか? いかなる理由をもってして初期目的を達成

したと判断するのか。TAMの活動はアートマネジメントへの興味と感心を一気に高め、多くの人に何らかの有益な

情報や知識を提供することができた。その幸福な事実が、同時に、同一の形態での変わらぬ継続を困難にさせる

不幸を生む。意識を持ち、自信を得た参加者は、それを実践する現場を求め、さらにより実践的な場の提供を求

めることとなったからだ。その要請に応える根本的なスキームをTAMは持ち合わせていない。あくまでも初期段

階における啓蒙・啓発と概要の紹介以上のことができないからだ。このレベルに対応するには講座からスクーリン

グへと、教室から現場へと、座学から実践へと、ステージを移すしかない。幸いなことに、大学におけるアートマネ

ジメント学科の開設にみられるように、体系的に基礎から学ぶことができるようにもなった。しかし、畳の上での

水泳の稽古だけでは泳げるようにならないように、企画したアートプログラムを意図どおりに、さらには理想とす

る領域を目指してつつがなく十全に展開するための技術は現場で磨かれる必要がある。

混沌とした現場から経験的に抽出されたアートの現場で求められるさまざまな事を学んだ後は、プロジェクトが

展開する際のリズムやプロジェクトの展開が求める反応速度といったものは、実践の現場に身をさらすなかで体感

し習得するしかないものだ。経験知とか勘といってしまって良いほどに危ういとらえどころのない意識を身体化す

ること。それがアートマネジメントの仕上げの学習領域となるだろう。プロジェクトを取り巻く環境を整えながら、

プロジェクト固有の「質」を保証していくマネジメントになって、初めて他者から求められるアートマネジメントにな

るだろう。

座学のために切り取られ言語化されたアートマネジメントの世界から、現場と融合した身体的なアートマネジメ

ントの世界への橋渡しの場のひとつにインターン制度が有効かもしれない。教室での講座のあとには、実社会の実

践の場とつながった体験教育の場が不可欠であり、そのような部分に新しいTAMの需要があると確信しつつ、第

一期の活動を終えることとなった。長い間おつきあいいただきどうもありがとうございました。また、皆様とどこ

かでお目にかかり共に学び実践することができる日を待望して。

森　司（もり・つかさ） 水戸芸術館現代美術センター学芸員

開館準備室時代から勤務し「クリスト展」「長沢英俊展」「絵画考」「野村仁展」「川俣正デイリーニュース」「椿昇

国連少年展」などを手がける。１９９２年度からは同センターの広報・渉外も担当。共著に『美術館革命』（大日本

印刷）、『現代アート入門』（平凡社）がある。第１１回バングラディシュビエンナーレ（２００３）の日本コミッショナー

を努める。アートWEBサイト「ARTSCAPE」に参画する他、２００４年取手アートプロジェクトためのTAP塾イン

ターン生向け講座ディレクターを務める。

［美 術］

トヨタ・アートマネジメント講座を終えて……

TAM運営委員会ディレクター（美術） 森　司
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TAMの８年の間に、アートマネジメントに関する社会の認識は大幅に変化した。それは他のジャンルに比較して

変化の緩やかなクラシック音楽の分野においても同様である。社会から孤立しがちなアートと社会のいい関係を

作る、「つなぎ手づくり」の種を地域に蒔こうと、様々な形で試みてきたセッションの数々は、試行錯誤の歴史で

あると同時に、お互いの共同作業の歴史でもあったように思う。

音楽分野の場合、もともとアートの現場にかかわること自体はさほど難しいことではない。かなりシステマチッ

クに整備されたコンサートパッケージを買うなどして、地域のアートマネージャーを目指す方々が、コンサートを開

くことに参画するのは易しい。が、そのことが同時に、他の２つのジャンルに較べて、アートシーンを立ち上げる目

的意識を希薄にさせていたのではないだろうか?  かつての演劇や現代美術の現場を地域で立ち上げるときのよう

な、緊張と高揚と困難がそこにはあまり存在していなかった。もちろん例外はあるが、一般的には、参加者の意識

の中に、広く深い問題意識や、胸の中に煮えたぎる熱い想いのようなものを感じ取れる機会がことのほか少なかっ

た。

しかし時を経るにつれて、そうした状況も少しずつ変わりつつある。単にコンサートを開くことが最終目的では

なく、さらに一歩踏み込んで、アーティストを刺激したり、聴衆を掘り起こしたりして、アートやアーティストの中に

眠っている可能性を引き出したり、社会ともっと積極的に関わりたいと願うアートマネージャーの存在も増えてき

た。TAMで行われた数々の試みがそうした人のヒントや刺激になれば、それは望外の喜びである。

いまクラシックのコンサートシーンも様々な意味で大きな転換期を迎えている。聴衆の減少と自治体の財政の

逼迫の結果、クラシックのコンサートの開催について公共ホールが大きく手を引き始めた。しかし裏返してみれば、

新たな力の台頭できる機会の到来でもある。世界に例をみないほどに、全国津々浦々に立派なホール・劇場が整

備されている日本で、そうした場を眠らせることなく、地域のアートマネージャーの知恵と汗の結晶で、そこに優れ

たアートの花を咲かせる時が来たとも解釈できるであろう。

アートと社会をつなぐといっても、そのためにはまず何よりアートそれ自体が魅力的であり続けなくては意味が

ない。２１世紀の現代においても魅力的なクラシック音楽というものをアーティストと一緒に育てあげていくこと

も、これからの大切なアートマネージャーの仕事となるであろう。アートと社会のつなぎ手の責任とやりがいは日に

日に高まっている。お互い切磋琢磨し、その腕を磨き、腕を競いあいたいものである。

西巻正史（にしまき・まさし） 株式会社トッパンホール企画制作部長

上智大学卒業後、（株）ワコールに入社。東京・青山のスパイラルホールの企画・制作を準備室時代から担当。そ

の後、社会工学研究所に移り、芸術文化のインフラ整備と具体的なプロデュース活動を行う。また、「ステージラ

ボ」をはじめとした、ホールスタッフ育成事業を企画・実施。１９９７年より２００１年４月まで水戸芸術館コンサー

トホールATMに勤務。東京藝術大学、東京純心女子大学等でも教鞭をとる。２００１年５月より東京・小石川にあ

るトッパンホールの企画制作部長を務め、年間４０本の主催公演を企画・実施している。

［音 楽］

コンサートの現場は、ますます面白くなってきた

TAM運営委員会ディレクター（音楽） 西巻正史
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アートマネジメントという概念が日本で広く意識されるようになって、すでに１０年以上の年月が経ちます。芸

術と現代社会の関係をさまざまな角度から検証し、今日のわれわれの暮らしや未来の社会において芸術がどのよ

うな意味を持つのかを考察するのが、アートマネジメントの原点です。そして、アートマネジメントの実践とは、人類

がその誕生の直後から営んできた「芸術」というさまざまな表現活動を、今日の暮らしや未来の社会を潤す豊かな

水脈として育みかつ機能させてゆくことです。

１９７０年代後半、高度成長を遂げた経済が爛熟期に入ったこの時代から、日本社会は文化の民衆化の時代を

迎えました。海外旅行が身近になり、最新の海外文化事情に敏感になった日本人に対し、企業の広告は文化的

付加価値を追求するようになり、都会の百貨店は美術館や劇場を併設する文化拠点となって新しい芸術を発進

し、若者たちの知的好奇心を大いに刺激しました。１９７９年には大平首相が施政方針演説で「文化の時代」に言

及し、続く８０年代にはこうしたスローガンのもと、全国各地に文化施設が建てられました。こうして、かつては大

都市のみで享受できるもの、あるいは一部のエリート層のものと考えられていた芸術は、爆発的な勢いであらゆる

社会階層に浸透し、同時に地域的な格差を減らして、いまや日本全体に普及しつつあるのです。

しかし、経済が右肩上がりの時代には「アートマネジメント」などという概念はそれほど必要視されませんでし

た。芸術の社会的位置を見直し、その「運営」などというものを考える必要が生じたのは、皮肉なことにバブル経

済が破綻した後の不況の時代です。余剰な資金などどこにもないことが明白なった１９９０年代後半に、芸術を単

なる贅沢品ではなく有効な社会資本として捉え直すことが急務となりました。つまり、文化的気運の高まりと経

済的停滞の狭間で注目が高まったのがアートマネジメントだったのです。

こうした時代の希求に呼応して、各地で胎動しつつあるさまざまなアートマネジメントの試みに光を当てるべく

始まったのが「トヨタ・アートマネジメント講座」（TAM）です。現在、全国で多彩に展開しつつあるアートマネジメ

ントの動きには、官にも民にもきらりと光る人材や活動が数多く見られます。規模は小さくとも、そうした先駆的

な活動に注目し、アートの現場の最新の動きを全国に伝えたい――そんな思いで走りつづけてきたTAMは、当

初の予想をはるかに越えて８年の年月を重ねることとなりました。連鎖反応の如くあちこちで始まる面白そうな

活動を追いつづけるうちに、TAMを通じて現場レベルのゆるやかなネットワークが生まれ、芸術ジャンルを超えた

情報交換や事業交流が派生したことは、われわれの大きな励みとなりました。

この１０年間、日本の数多くの大学にアートマネジメントの講座や学科が誕生しました。現場での実践に加え、

科学的な研究や専門家育成の機関も充実しつつある昨今ですが、しかし、２１世紀は市民社会の時代です。文化

や芸術の問題も専門家のみに任せておくのではなく、市民も最新の動向や叡智を共有して、現場や研究者たちと

芸術環境について考えていくべきだと思われます。その意味で、今日、各地で草の根的な議論の場が増えているこ

とは、心強い限りです。TAMをきっかけに議論が始まり、活動にまで展開しているまちもありますが、今後もさま

ざまな形で議論の輪が拡がって、多くの人が社会と芸術の問題に想いをめぐらす機会をもってくださることを祈念

しています。

熊倉純子（くまくら・すみこ） 東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科助教授

慶應義塾大学および大学院で美術史を専攻し、大学院在学中にフランスに留学。パリ大学で６年間、現代美術論

を学ぶ。帰国後、１９９２年から２００２年まで（社）企業メセナ協議会事務局に勤務。企業の芸術文化支援活動の促

進に従事する傍ら、アウトリーチ（社会普及活動）や芸術NPO、アーティスト・イン・レジデンスなどの調査研究に

携わる。２００２年４月より東京藝術大学に新設された音楽環境創造科で社会と芸術を結ぶ人材を養成する。

［総 合］

アートマネジメントのこれまでとこれから

TAM運営委員会ディレクター（総合） 熊倉純子
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トヨタ・アートマネジメント講座（TAM）～主旨と開催方法

［主旨と目的］

・アートを社会につなぐべく日夜奮戦している各地のアートマネージャー達に、地域の人々とともに社会とアート

の関係を考える機会を提供する。

・非営利の芸術活動を通して地域社会を活性化するアートマネージャーを各地に増やし、地元に密着したアート・

プロデュースが行政・文化機関・市民などさまざまなレベルで盛んになることを目的とする。

・今日における芸術と社会の関係に焦点をあて、同時代のアートをより地域社会に開かれたものにしていくため

の方途を皆で模索することを通じて、今後のより創造的なアート環境づくりに市民が積極的に参加し、官民共

同の、アートマネジメントの輪が広がるよう、一粒の種を蒔く試みとする。

※２０００年度からは、種が芽を出した地域には、アートマネジメントが社会にしっかり根付いて枝葉を広げていく

ためのセカンドステップとして「チャレンジ編」を開催するチャンスが開かれた。

［運営体制］

TAM運営委員会

主　催 トヨタ自動車（株）広報部社会文化広報室

監　修 TAMディレクター

演劇：市村作知雄（東京国際芸術祭ディレクター）

美術：森　司（水戸芸術館現代美術センター学芸員）

音楽：西巻正史（［株］トッパンホール企画制作部長）

総合：熊倉純子（東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科助教授）

事務局 （社）企業メセナ協議会

［開催方法］

・演劇、美術、音楽、総合のいずれかのジャンルで実施。

・開催にあたっては、まずTAM運営委員会の監修ディレクターが、開催地と地域コーディネーター（実行委員会）

を選定する。

・地域コーディネーターは、開催地域に則した独自のプログラムを組むべく、ディレクターとともにセッション（開

催地で行う講座の総称）のコンセプトや方向性、具体的内容を企画立案する。ターゲットや会場、日程などの運

営面においても、各地域のニーズや条件に照らしてもっとも有効な方法が優先される。

・開催予算の枠内であれば、ワークショップを加えるなど、プログラムは自由に構成できる。

・実際の制作作業（会場手配、講師依頼、告知・広報、参加申込受付など）はすべて地域コーディネーターの責任

でおこなわれる。TAM運営委員会、担当ディレクターを中心に企画・運営・広報をサポート。主催であるトヨタ

自動車はチラシ印刷や広報協力（開催地域のトヨタ販売会社の告知協力）など、開催費支援以外にも経営資源

を生かして全面的にバックアップする。

・チャレンジ編では、講座に加え、地域でのアートマネジメントが実現するために、より実践的あるいは長期的な

プロジェクトも試みることができる。
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開催セッション一覧

［１９９６年度］

Vol. １ 岡山 美術‐１ １９９６年６‐８月「コミュニティ・コミュニケーション―アートが演ずる交流と交通―」

Vol. ２ 札幌 演劇‐１ ９月「同時代の演劇と社会」

Vol. ３ 福岡 美術‐２ １０月「アートのビッグ・チャレンジ―アートは社会とともに始まる」

Vol. ４ 神戸 演劇‐２ １９９７年３月「神戸発　演劇の可能性」

［１９９７年度］

Vol. ５ 京都 美術‐３ １９９７年６月「アートを育てる／ハートを育てる」

Vol. ６ 松山 美術‐４ ７月「アートワールド探検講座―アートの道も一歩から」

Vol. ７ 新潟 演劇‐３ ９月「公立劇場の役割―‘公’（おおやけ）の意味を考える」

Vol. ８ 札幌 音楽‐１ １０月「あなたも音楽マネジャー―この街で音楽の明日を語りたい。」

Vol. ９ 仙台 美術‐５ １１月「アートマネジメントの実験―まちがアートと出会うとき」

Vol.１０ 金沢 演劇‐４ １２月「〈市民参加〉と〈公共性〉ってなぁに?」

Vol.１１ 盛岡 演劇‐５ １９９８年１月「地域文化と演劇～ことばの役割～」

Vol.１２ 福岡 音楽‐２ ２月「音楽の明日をひらく」

Vol.１３ 高松 演劇‐６ ３月「明日のアートを語る」

［１９９８年度］

Vol.１４ 東京 総合‐１ １９９８年７月「アートマネジメントの力」

Vol.１５ 新潟 音楽‐３ ９月「きほんにもどって、オーケストラ」

Vol.１６ 横浜 演劇‐７ ９月「コミュニティーアートとしての演劇―横浜から新しい波は起こせるか」

Vol.１７ 北九州 演劇‐８ １０月「芸術文化でまちを育てる」

Vol.１８ 千葉 美術‐６ １０月「アートで人を育てよう!」

Vol.１９ 札幌 演劇‐９ １９９９年１月「まちにひろがるアート―コミュニティシアターの可能性」

Vol.２０ 佐世保 音楽‐４ ２‐３月「音楽との新しい出会いをもとめて」

Vol.２１ 高知 美術‐７ ３月「アートはつかれる?―回路を開く―」

［１９９９年度］

Vol.２２ 沖縄 音楽‐５ １９９９年５月「おきなわとアートマネジメント―地域社会・アーティストをつなぐ輪を求めて」

Vol.２３ 岡山 演劇‐１０ ９月「劇場―演劇が生まれる場をつくる」

Vol.２４ 青森 美術‐８ １０月「ミューズたちの新世紀―新たな芸術環境を醸成するためのセッション」

Vol.２５ 松江 音楽‐６ ２０００年２月「“温故知新”～日本音楽ルネッサンス～」

Vol.２６ 栗東 演劇‐１１ ２月「劇団が劇場をつくる―地域演劇の将来像―」

Vol.２７ 神戸 美術‐９ ３月「芸術の基礎体力―アートマネジメントのABC」

Vol.２８ 釧路 演劇‐１２ ３月「地域演劇が未来をきりひらく―２１世紀にむけた地域演劇の可能性を探る」

［２０００年度］

Vol.２９ 岡山 チャレンジ編‐１ ２０００年５‐１１月「アートマネジメント実践道場」

Vol.３０ 名古屋 総合‐２ ９月「アートマネジメントの魅力―これからの暮らしをアートで耕す―」

Vol.３１ 福岡 チャレンジ編‐２ ９月‐０１年３月「２１世紀へのチャレンジ」

Vol.３２ 神戸 チャレンジ編‐３ ９‐１０月「演劇と社会の接点」

Vol.３３ 沖縄 演劇‐１３ １０月「アートチャンプルマネジメント」

Vol.３４ 宇都宮 音楽‐７ １１月「アートで開こう! 地域の未来～舞台と地域をつなぐアートマネジメント新世紀～」

Vol.３５ 大阪 美術‐１０ ２００１年２月「アートマネジメントに必要な発想の転換」
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［２００１年度］

Vol.３６ 福岡 チャレンジ編‐４ ２００１年７月「冷泉藝館―３daysアートセンター」

Vol.３７ 新潟 チャレンジ編‐５ ７‐８月「翔ばたけ! ジュニアオーケストラ～子どものために、地域、企業、行政、そして

ホールは何ができるか～」

Vol.３８ 帯広 美術‐１１ ８‐９月「はじめてのアートマネジメント―人が動く、地域が目覚める」

Vol.３９ 広島 音楽‐８ １０月「コンサートって何 ?―クラシックの音楽会について徹底的に考える」

Vol.４０ 浪岡 演劇‐１４ １１月「映画祭メチエ―新しいアートマネジメントを目指して」

Vol.４１ 名古屋 総合‐３ ２００２年１月「アートで、つながる―芸術活動と地域社会を結ぶ橋渡し役・アートマネジメント

の真相とは―」

Vol.４２ 盛岡 チャレンジ編‐６ ３月「市民参加から市民協働へ～アートの地産地消運動を～」

［２００２年度］

Vol.４３ 名古屋 総合‐４２００２年８月‐９月「アートマネジメントを動かす力―求められる〈場・人・ネットワーク〉」

Vol.４４ 神戸 チャレンジ編‐７ １０月‐０３年８月「システムリサイクルプロジェクト期間限定〈芸術環境整備事務所〉の設立と運営」

Vol.４５ 東京 総合‐５ １０月「アートマネジメント教育―現場が求める人材とは」

Vol.４６ 浜松 美術‐１２ １１月「アートマネジメント・こと・はじめ―地域にとって、美術は何ができるか―」

Vol.４７ 小出郷 音楽‐９ １１‐１２月「子どもはハタラけ、大人は学べ?!」

Vol.４８ 高知 演劇‐１５ ２００３年１月「シネママネジメントの挑戦―公共的な映画事業を立ち上げよう!」

Vol.４９ 横浜 音楽‐１０ ３月「もう一度! アートマネジメント」

［２００３年度］

Vol.５０ 名古屋 総合‐６ ２００３年１０月「これでいいのか? アートマネジメント!」

Vol.５１ 大阪 総合‐７ ２００４年１月「まちとアートの練習問題―芸術化する現場のフィールドワーク」

Vol.５２ 山口 総合‐８ ２月「評価システムを評価する―２１世紀型の公共文化施設をめざして―」

Vol.５３ 東京 総合‐９ ３月「続・これでいいのか? アートマネジメント! 次世代からのマニフェスト― TAMスピー

チ大会」
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ジャンル別開催セッション一覧

［美術］

１ １９９６年６‐８月 Vol. １ 岡山 「コミュニティ・コミュニケーション―アートが演ずる交流と交通―」

２ １９９６年１０月 Vol. ３ 福岡 「アートのビッグ・チャレンジ―アートは社会とともに始まる」

３ １９９７年６月 Vol. ５ 京都 「アートを育てる／ハートを育てる」

４ １９９７年７月 Vol. ６ 松山 「アートワールド探検講座―アートの道も一歩から」

５ １９９７年１１月 Vol. ９ 仙台 「アートマネジメントの実験―まちがアートと出会うとき」

６ １９９８年１０月 Vol.１８ 千葉 「アートで人を育てよう!」

７ １９９９年３月 Vol.２１ 高知 「アートはつかれる?―回路を開く―」

８ １９９９年１０月 Vol.２４ 青森 「ミューズたちの新世紀―新たな芸術環境を醸成するためのセッション」

９ ２０００年３月 Vol.２７ 神戸 「芸術の基礎体力―アートマネジメントのABC」

１０ ２００１年２月 Vol.３５ 大阪 「アートマネジメントに必要な発想の転換」

１１ ２００１年８‐９月 Vol.３８ 帯広 「はじめてのアートマネジメント―人が動く、地域が目覚める」

１２ ２００２年１１月 Vol.４６ 浜松 「アートマネジメント・こと・はじめ―地域にとって、美術は何ができるか―」

［演 劇］

１ １９９６年９月 Vol. ２ 札幌 「同時代の演劇と社会」

２ １９９７年３月 Vol. ４ 神戸 「神戸発　演劇の可能性」

３ １９９７年９月 Vol. ７ 新潟 「公立劇場の役割―‘公’（おおやけ）の意味を考える」

４ １９９７年１２月 Vol.１０ 金沢 「〈市民参加〉と〈公共性〉ってなぁに?」

５ １９９８年１月 Vol.１１ 盛岡 「地域文化と演劇～ことばの役割～」

６ １９９８年３月 Vol.１３ 高松 「明日のアートを語る」

７ １９９８年９月 Vol.１６ 横浜 「コミュニティーアートとしての演劇―横浜から新しい波は起こせるか」

８ １９９８年１０月 Vol.１７ 北九州 「芸術文化でまちを育てる」

９ １９９９年１月 Vol.１９ 札幌 「まちにひろがるアート―コミュニティシアターの可能性」

１０ １９９９年９月 Vol.２３ 岡山 「劇場―演劇が生まれる場をつくる」

１１ ２０００年２月 Vol.２６ 栗東 「劇団が劇場をつくる―地域演劇の将来像―」

１２ ２０００年３月 Vol.２８ 釧路 「地域演劇が未来をきりひらく―２１世紀にむけた地域演劇の可能性を探る」

１３ ２０００年１０月 Vol.３３ 沖縄 「アートチャンプルマネジメント」

１４ ２００１年１１月 Vol.４０ 浪岡 「映画祭メチエ―新しいアートマネジメントを目指して」

１５ ２００３年１月 Vol.４８ 高知 「シネママネジメントの挑戦―公共的な映画事業を立ち上げよう!」

［音 楽］

１ １９９７年１０月 Vol. ８ 札幌 「あなたも音楽マネジャー―この街で音楽の明日を語りたい。」

２ １９９８年２月 Vol.１２ 福岡 「音楽の明日をひらく」

３ １９９８年９月 Vol.１５ 新潟 「きほんにもどって、オーケストラ」

４ １９９９年２‐３月 Vol.２０ 佐世保 「音楽との新しい出会いをもとめて」

５ １９９９年５月 Vol.２２ 沖縄 「おきなわとアートマネジメント―地域社会・アーティストをつなぐ輪を求めて」

６ ２０００年２月 Vol.２５ 松江 「“温故知新”～日本音楽ルネッサンス～」

７ ２０００年１１月 Vol.３４ 宇都宮 「アートで開こう! 地域の未来～舞台と地域をつなぐアートマネジメント新世紀～」

８ ２００１年１０月 Vol.３９ 広島 「コンサートって何 ?―クラシックの音楽会について徹底的に考える」

９ ２００２年１１‐１２月 Vol.４７ 小出郷 「子どもはハタラけ、大人は学べ?!」

１０ ２００３年３月 Vol.４９ 横浜 「もう一度! アートマネジメント」
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［総 合］

１ １９９８年7月 Vol.１４ 東京 「アートマネジメントの力」

２ ２０００年９月 Vol.３０ 名古屋 「アートマネジメントの魅力―これからの暮らしをアートで耕す―」

３ ２００２年１月 Vol.４１ 名古屋 「アートで、つながる―芸術活動と地域社会を結ぶ橋渡し役・アートマネジメントの真相

とは―」

４ ２００２年８月‐９月 Vol.４３ 名古屋 「アートマネジメントを動かす力―求められる〈場・人・ネットワーク〉―」

５ ２００２年１０月 Vol.４５ 東京 「アートマネジメント教育―現場が求める人材とは」

６ ２００３年１０月 Vol.５０ 名古屋 「これでいいのか? アートマネジメント!」

７ ２００４年１月 Vol.５１ 大阪 「まちとアートの練習問題―芸術化する現場のフィールドワーク」

８ ２００４年２月 Vol.５２ 山口 「評価システムを評価する―２１世紀型の公共文化施設をめざして―」

９ ２００４年３月 Vol.５３ 東京 「続・これでいいのか? アートマネジメント! 次世代からのマニフェスト― TAMスピーチ大会」

［チャレンジ編］

１ ２０００年５‐１１月 Vol.２９ 岡山 「アートマネジメント実践道場」

２ ２０００年９月‐０１年３月 Vol.３１ 福岡 「２１世紀へのチャレンジ」

３ ２０００年９‐１０月 Vol.３２ 神戸 「演劇と社会の接点」

４ ２００１年７月 Vol.３６ 福岡 「冷泉藝館―３daysアートセンター」

５ ２００１年７‐８月 Vol.３７ 新潟 「翔ばたけ! ジュニアオーケストラ～子どものために、地域、企業、行政、そしてホール

は何ができるか～」

６ ２００２年３月 Vol.４２ 盛岡 「市民参加から市民協働へ～アートの地産地消運動を～」

７ ２００２年１０月‐０３年８月 Vol.４４ 神戸 「システムリサイクルプロジェクト期間限定〈芸術環境整備事務所〉の設立と運営」





岡山で産声をあげたTAM。「アートマネジメント」とい

う言葉はどの町でもまだ耳慣れない時代でした。

消費者の多い大都市をモデルとした従来型のアートマ

ネジメントの手法を全国に広めるのではなく、地域ごと

に社会とアートの橋渡しを考えてもらおうという試行錯

誤が始まります。

TAMはスタート当初から、東京で組んだパッケージ型

の講座を各地に受け入れてもらうのではなく、開催地ご

とに何が問題なのかを共に考えるオーダーメイド型の講

座をめざしたのです。
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Vol. １ 岡山　美術‐１ １９９６年６‐８月

「コミュニティ・コミュニケーション

―アートが演ずる交流と交通―」

Vol. ２ 札幌　演劇‐１ １９９６年９月

「同時代の演劇と社会」

Vol. ３ 福岡　美術‐２ １９９６年１０月

「アートのビッグ・チャレンジ

―アートは社会とともに始まる」

Vol. ４ 神戸　演劇‐２ １９９７年３月

「神戸発　演劇の可能性」

1996年度

トヨタ・アートマネジメント講座はじまる





Ｖol. ２ １９９６年９月

同時代の演劇と社会
札幌セッション 演劇‐１

北海道演劇財団事務局長　平田修二

Ｖol. １ １９９６年６月‐８月

コミュニティ・コミュニケーション―アートが演ずる交流と交通―
岡山セッション 美術‐１

岡山県立美術館学芸員　柳沢秀行

岡山でやる意味を問うた結果、何から何まで岡山を向いた「こてこて岡山セッション」をTAMの冒頭に置くこ

とになった。

この街の規模なら、美術、音楽、演劇等の表現活動やマネジメントにかかわる人間が互いに顔を合わせる機会も

多く、おのずとアートと社会にかかわる問題意識あるいは共通認識をかなりの部分で共有する人脈もできている。

それゆえ、まずそのネットワークを広げる場として、そしてそんな意識や認識をさらに深める議論や、あるいは実践

が発生してゆく起点として、TAMのプログラムを性格づけたほうがよいと判断したからこその「こてこて岡山セッ

ション」となったのだ。

具体的には、議論のテーマを全て岡山での現実的な事象とし、パネリストもその当事者ばかりで、そこに外部の

人間を１人加える構成とした。それゆえディスカッションよりも知識提供的な事例報告の比重が増したが、一方で

アートに限定されず各事象にかかわるさまざまな人間がパネリストや聴衆として参加することとなった。特に毎回、

行政の担当者を招きいれたことで、民間レベルで培われている人脈やノウハウを提示する場としてもTAMが機能

し、さらには民間側の意思が行政を通じて自己実現する回路が開かれ始めたのは極めて効果的だった。こうした出

会いの場として毎回終了後にセッティングされたパ－ティ－もかなり機能したろう。それだけ金はかかったけれど。

さて、その後の具体的な展開を列記するにはとても紙数が足りない。TAMを起点としたアクション・プログラム

は次々と相乗効果を呼び、密度濃く進行中であるとだけお伝えしておく。TAM岡山セッションは「岡山」の「明

日」につながる種蒔きだった。芽を育てるのは岡山にいる僕らだが、時おりとびっきりの肥料や水をまた与えてほ

しい。 （９８年７月）

札幌の講座は、９６年９月に、「同時代の演劇と社会」というテーマでおこなわれました。

９６年は、北海道演劇財団が設立された年でした。また、９５年の知事選公約で急浮上した北海道立劇場の基

本計画が検討されていた年でもありました。そのような年に、トヨタ・アートマネジメント講座を札幌で開催したい

というお話をTAM運営委員の市村さんからいただきました。

その時、「しめた、これを機会に断片的に語られてきた演劇のマネジメントに関する問題を系統的に整理してみ

よう」と思いました。ちょうどその１カ月後に、「文化の見えるまちづくり政策研究フォーラム」が札幌で開催され、

全国の事例報告がたくさんある予定でしたので、こちらは理論的にいこうということになりました。そこで、視点

を、演劇プロデューサー、アートマネージャーは今何を考えるべきか、の１点に絞ることを提案させていただきまし

た。何度も市村さんと打ち合わせする中で、演劇に内在する問題、社会的存在としての演劇にテーマを設定する

ことになりましたが、その過程で私自身が一番勉強になりました。

本番の講座は大変好評で、各界に大きな影響を与えました。北海道の補助金でその報告集が発行されました

が、２年経った今でも少しずつ売れていることからも、その好評さがうかがえます。 （９８年７月）

報告集申込先：〒０６０‐０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目 幸ビル３Ｆ 北海道演劇財団 （頒価￥１０００）
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Ｖol. ４ １９９７年３月

神戸発　演劇の可能性
神戸セッション 演劇‐２

神戸アートビレッジセンター 岡野亜紀子

Ｖol. ３ １９９６年１０月

アートのビッグ・チャレンジ―アートは社会とともに始まる
福岡セッション 美術‐２

福岡県立美術館学芸員　川浪千鶴

福岡セッションを９６年秋に開催してから、「アートマネジメント講座以降は」とつい前置きして語り始めること

が多くなった。本講座が与えた影響は、福岡という地域にとっても、福岡県立美術館という組織にとっても大き

かったと感じているが、それはこういう前置きをする私個人に多分もっとも色濃く反映されているだろう。

「アートは社会とともに始まる」というタイトルのもと、芸術と社会の関係に関心をもつさまざまな人が集う場を

つくり、これからのことを語り合うきっかけをつくる。３日間の集中セミナー形式で開催された講座の目的はこれ

に尽きている。

美術、音楽、演劇など、ジャンルは異なっても福岡の関係者はこれまでの枠組みや内輪の愚痴で終始することに

それぞれ限界を感じていたし、ネットワークの時代といっても一体どこから連携を始めていいやらという焦りも共

通していた。では、愚痴を内輪ではなく公にしてみたらどうだろうか、個人個人の顔つなぎからネットワークを考え

てみたらどうだろうか。切実な問題意識と素朴なアプローチが、福岡県内・九州はもとより全国各地からの参加者

が１００名をこえるという盛況につながったといえるかもしれない。

さて、現在私は企画展を準備しているところだが、本講座をきっかけに始まった交流から、調査、ウィークエン

ド・ギャラリー・イベントの開催、広報など、さまざまな面で新たな試みが進行中である。講座成果の一端として

も、今秋の福岡のアート・シーンにご期待いただきたい。 （９８年７月）

報告書申込先：〒８１０ｰ０００１ 福岡市中央区天神５ｰ２ｰ１ 福岡県立美術館学芸課　川浪

（郵送料￥３４０分の切手同封）

神戸開催時の状況は、阪神・淡路大震災から２年余りが経過。被災地は生々しい傷痕を抱えたまま、周囲との

温度差が日増しに激しくなり、焦りと不安が高まる中、また、個人的には、震災後にオープンした唯一の公共文化

施設のスタッフとして、試行錯誤の１年をなんとか乗り切ろうとしていた春でした。

当時、神戸でアートマネジメントについて議論する場合、震災体験をぬきに考えることはできませんでした。と

いうより、震災直後、アーティストはもとより、アートマネジメントにかかわるすべての人々が一様に感じた無力感

を正しく検証しなければ、いくらすばらしい意見を述べ合ったところで机上の空論、虚しい美辞麗句に終わること

は目に見えていました。

結局、悩みに悩んだ末、神戸のTAMは、震災体験というファクターを通して演劇の可能性を見直すことで、そ

の普遍性を確信しようという構成にしました。結果、パネリストの人選は至難を極め、「震災ニツイテハ一言アリ!」

という人が多い中、被害者意識の強い人は避けて、震災体験を通して、演劇人の視点で、冷静に、また真摯に意

見を述べていただけそうな方々を選びました。

４日間の講座を終えてみれば、準備不足、気負いすぎ等々反省材料ばかりが思いあたり、参加者の方々に十分

満足していただけたのか、いささか不安を感じています。また、取り上げたテーマの大きさから、今もってその問題

と格闘する最中で、成果云々はまだまだ先の話になりそうです。ただし、講座のおかげで、ともに格闘する心強い

仲間が増えたことは、大きな収穫として深く感謝をしています。 （９８年７月）

報告集問合せ先：〒６５２ｰ０８１１ 神戸市兵庫区新開地５ｰ３ｰ１４ 神戸アートビレッジセンター

Ｔel. ０７８ｰ５１２ｰ５３５３　Ｆax. ０７８ｰ５１２ｰ５３５６
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演劇と美術の２ジャンルでスタートしたTAMに音楽が

加わります。

各地で「アートマネジメント」という言葉に対するさま

ざまな解釈が噴出し、収益第一なのかそれともノン・プ

ロフィットなのか、主役は公立文化施設なのかそれとも

「市民」なのか、「アーティスト」と「まちづくり」双方の

思惑が一致することなどありうるのか――さまざまな

観点から問題提起がおこなわれました。アートマネジメ

ントの幅の広さ、奥の深さが提示されたTAM開始２年

目の年は、開催地も一気に９都市に拡がりました。

Vol. ５ 京都　美術‐３　１９９７年６月

「アートを育てる／ハートを育てる」

Vol. ６ 松山　美術‐４ １９９７年７月

「アートワールド探検講座―アートの道も一歩から」

Vol. ７ 新潟　演劇‐３ １９９７年９月

「公立劇場の役割 ―‘公’（おおやけ）の意味を考える」

Vol. ８ 札幌　音楽‐１ １９９７年１０月

「あなたも音楽マネジャー

―この街で音楽の明日を語りたい。」

Vol. ９ 仙台　美術‐５ １９９７年１１月

「アートマネジメントの実験 ―まちがアートと出会うとき」

Vol.１０ 金沢　演劇‐４ １９９７年１２月

「〈市民参加〉と〈公共性〉ってなぁに?」

Vol.１１ 盛岡　演劇‐５ １９９８年１月

「地域文化と演劇～ことばの役割～」

Vol.１２ 福岡　音楽‐２ １９９８年２月

「音楽の明日をひらく」

Vol.１３ 高松　演劇‐６ １９９８年３月

「明日のアートを語る」

1997年度

音楽セッションが加わる





Ｖol. ６ １９９７年７月

アートワールド探検講座―アートの道も一歩から
松山セッション 美術‐４

（財）乗松巌記念館エスパス２１ディレクター 福西哲唯

Ｖol. ５ １９９７年６月

アートを育てる／ハートを育てる
京都セッション 美術‐３

京都市美術館学芸員　中谷至宏

本講座のコーディネーターをお引き受けするにあたり、正直なところ私の中にアートマネジメントという言葉へ

の抵抗感があった。経済というにはあまりにパイの小さな予算の中での小さなやりくりをしている者にとって、マ

ネジメントというかっこいい言葉はなじみにくく、逆に汗の匂いの希薄な言葉に響いていた。

講座は美術館のマネジメントに終始する結果となり、ノウ・ハウの提供やアートマネジメント全般での議論の欠

如に物足りなさを感じた参加者の声も聞かれた。ただ、日本という国の中でアートを支え広めるにあたって障害と

なることがらは、美術館しかも公立の美術館における問題にかなり集約されるに違いないと考えている。また基本

理念を中心とした議論も、「マネジメント」に対して個々の参加者が抱くイメージの多様さ、問題意識の差異をあ

らわにしたが、そのことが逆に本セッションの意義ともなったと思われる。

小さなやりくりとアートマネジメントの基本理念との落差、つまりは私自身の抵抗感を本セッションを通して示

し、同時に解消させたいというひそかな目論見が功を奏したかどうかは計りかねるところである。だが理念の実践

のための必要性と、意義ある汗のための方向を参加者、パネリストを問わず共有できたことは、それぞれの荒れ地

を耕す糧となったと信じたい。 （９８年７月）

４つのパネルディスカッションと２つのセミナーで構成された３日間のセッションに先立って、約１カ月にわたり

断続的に実施された２つのワークショップが松山セッションを特徴づけている。地元アートマネージャーの掘り起

こしとジャンルをこえたネットワークづくりという当地セッションの目的を達成するため、準備期間そのものを人材

獲得のプロセスとして位置づけることとし、「仕掛け」としてのワークショップを、時間をかけ、高い密度で実施す

ることにした。美術関連のセッションであるにもかかわらず映画のワークショップ（８ミリ映画制作）を盛りこんだ

のも、それまでのセッションではテーマとなることのなかった映画に焦点をあてると同時に、地元の自主上映団体

の意欲的で組織的な活動を巻きこむためでもあった。また、ワークショップを通してボランティアとしても育った参

加者が、事務局と連携してセッション本体を支える裏方のみならず、パネリストとして発言したのも当地セッション

ならではのことだといえる。

現在、実行委員会のコアメンバー、ワークショップ参加者、ダンスカンパニー主催者、メディア関係者など２０名

による、月に１度の情報交換と交流を目的に集まる会（ミーツアートの会）ができ、すでに５回の集まりをもってい

る。ダンスのプロモーションビデオをメンバーの協力（映像、音楽、その他）で制作するプランも具体化しようとし

ており、活動は積極的。ちなみに「良質の仕掛け人は良質のアソビ人である」がこの会のテーゼである。

（９８年７月）
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Ｖol. ８ １９９７年１０月

あなたも音楽マネジャー―この街で音楽の明日を語りたい。
札幌セッション 音楽‐１

パシフィック・ミュージック・フェステイバル組織委員会　吉田雅文

Ｖol. ７ １９９７年９月

公立劇場の役割―‘公’（おおやけ）の意味を考える
新潟セッション 演劇‐３

（財）新潟市芸術文化振興財団　稲葉麻里子

新潟では、９７年９月に「公の意味を考える」というタイトルで、演劇セッションを開催しました。演劇制作、劇

場運営、アートマネジメントの研究などの第一線で活躍する講師をお招きし、７０名の参加者がありました。今秋

オープンする大規模な複合文化施設、新潟市民芸術文化会館の運営についても活発に話し合われ、市民の関心

の高さが反映されました。

新潟は、市民芸術文化会館の建設と並行して、N-PAC（劇場芸術講座）が開催されたり、プレイベントの公演

や市民参加のワークショップが頻繁におこなわれたり、市民の文化活動がさかんな所です。現場をよく知る講師を

揃えたせいか、トヨタ・アートマネジメント講座の評判は上々で、新潟日報や地元の雑誌にも関連記事が掲載され

ました。

再び９月には音楽セッションを開催させていただきますが、今度は「オーケストラ」にテーマを絞り、根本的なそ

の存在意義について話し合いたいと思います。芸術運営について考える貴重な機会を与えられて、大変感謝して

います。 （９８年７月）

TAMをおこなうにあたり、「全体プログラムをどのようにするか」「参加者をいかに集めるのか」が大きな問題で

した。

１点目は、内部で話し合い、自分たちが知りたい「クラシック音楽は儲かるか」と「ネットワークの必要性」を

中心としました。特に前者はタイトルとしては直接的で露骨すぎないかなと心配しましたが、講師の中藤先生から

「面白いですね」といっていただき、問題なく運びました。次にPRですが、パンフレットをトヨタ自動車関係、道

内自治体および音楽祭を運営している人たち、PMFボランティアなどに送付しましたが、音楽マネージャー向け

の講座のため参加者が集まるか気がかりでした。案の定、あまり集まりません。そこで、地元新聞に掲載していた

だいたところ、フリーターや主婦、定年後の方、お医者さん等一般の方が２０人も集まりました。その動機は「将来

音楽関係の仕事がしたい」「聴衆でなく音楽関係者の考え方を知りたかった」「小コンサートをお手伝いしている

ので」などさまざま。一般の方も興味があるものだと感心するのとともに講座として何とかかたちになったとほっと

しました。

今年、ホールがオープンする北広島市と斜里町からの参加者は今後の事業計画の参考にと、また、PMFボラン

ティアには、この講座が縁でひとりの男性が加わり、活躍しており、種々、TAMの波紋は広がっています。

（９８年７月）
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Ｖol. １０ １９９７年１２月

〈市民参加〉と〈公共性〉ってなぁに?
金沢セッション 演劇‐４

金沢市民芸術村・ドラマ工房ディレクター 青海康男

Ｖol. ９ １９９７年１１月

アートマネジメントの実験―まちがアートと出会うとき
仙台セッション 美術‐５

宮城教育大学助教授　新田秀樹

仙台は、美術の分野に限ってみれば「発信」が得意な街ではない。はじめは実行委員会でも仙台近辺で美術系

の「アートマネジメント」へのニーズが一体どれくらいあるものなのかつかみきれなかったのだが、ふたを開けてみ

ると６０名をこえる応募者があった。こうした企画に期待感をもつ一定の層があることがわかっただけでも講座の

ひとつの成果といえるだろう。プログラムには仙台ではあまり知られていない他県のアートプロジェクトや「光州

ビエンナーレ」のような国際的事例を数多く取り入れたこともあってかおおむね好評で、このような企画があれば

また受講したいという希望が多かった。TAM自体が一過性のイベントで終わってしまうのでは惜しい気がする。

こうした関心を将来にどうつないでいけるかが今後の課題だろう。

美術館などの組織によらずにまったくの個人の集まりで実施したこの講座は、その運営自体が「アートマネジメ

ントの実験」だった。できれば「芸術文化関連のNPOのつくり方」をメインテーマとしたかったのだが、準備不足も

あって、個別のノウハウ紹介と組織論の中間あたりにとどまったといえるかもしれない。これからはTAMのような

啓蒙的なアートプロジェクトの実施母体ともなりうる恒常的な非営利組織が地域にできればいいと思う。ようやく

NPO法も実現した。この講座が刺激となって、「受講者」から「実行者」に立場を変えて、積極的に他地域とネット

ワークづくりをしながら、仙台の文化環境をつくっていくことに興味をもつ人たちが増えてくることを期待した

い。 （９８年７月）

９６年１０月にオープンした金沢市民芸術村は３６５日２４時間低料金で使用できる練習施設として、市民の大き

な注目の中スタートした。特に市民による自主運営、ディレクター制度は、利用者の市民参加意識を高めている。

がしかし、この施設の文化ボランティア活動の大きな期待とその課題は、日増しに具体的になりつつあった。

９８年１２月、４日間にわたる金沢セッションは、こうした現場と、それを取り囲む演劇人の意識や、新しい制作の

概念へと視野を拡大し、これからの課題としてこの施設に求められるもの、さらには舞台芸術を発信する市民参加

型公共施設の未来の姿を提示しようというストーリーで展開された。

遠く県外から、施設見学も含め参加された方も多く、演劇のためのドラマ工房であるにもかかわらず、受益者と

して居直る地元演劇人に対し、時には市民から批判の声も出るほど、最終日にはその抱えている課題の大きさと

深さが赤裸々となるセッションとなった。

終了後、番外編開催の声も多くあり、こうして新しい制作の概念を具体的、実践的に学習する場へと、この講座

はその後発展することになった。今年度６講座おこなわれる「アート・マネジメント・セミナー」の開催は、私たち

にとって、２０００年ドラマ工房発信の制作公演のインターンシップとしての一歩となるだろう。 （９８年７月）
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Ｖol. １２ １９９８年２月

音楽の明日をひらく
福岡セッション 音楽‐２

ジェイエムシー音楽研究所所長　大畑惠三

Ｖol. １１ １９９８年１月

地域文化と演劇～ことばの役割～
盛岡セッション 演劇‐５

盛岡市産業部商業観光課　坂田裕一

盛岡セッションでは、地域演劇のあり方について、「場」「人」「芸能」「ことば」の４つの方向から論議を展開さ

せた。

盛岡は、盛岡劇場の誕生をひとつの契機として、演劇活動が大変活発になってきている。

また、演劇をめぐる環境も比較的整備されている都市である。その核となっている盛岡劇場が進めている「演劇の

広場づくり事業」は、市民生活の中に演劇を浸透させ、市民誰もが「演劇という広場」に集えるような市民社会

をつくろう、というもので、演劇ワークショップ、市民参加劇、「八時の芝居小屋」、演劇批評紙の発行、文士劇、

市民参加の演劇賞、演劇ボランティアなどさまざまな活動を展開させている。確実に演劇層は広くなり、市民も

「盛岡は演劇の街」と呼ばれることへの期待感を高めている。

しかし、その中で生み出される作品の質の高さとオリジナリティ、活動の核となるべき人材の層、地域の表現と

の関係、経済的基盤等は、必ずしも満足するべき程度まで達しているとはいい難い。演劇が地域の中で、地域で

欠かすことのできない表現として育つために、克服すべき課題は少なくない。

盛岡セッションでの成果は、この課題を整理するという点において、「場と人と責任の関係」「生活と演劇と言葉

の関係」など各パネリストがかなり核心をついて発言されたことだ。地域では今後、こうした課題を克服するため

のプログラムを論議していかなければならない。そのためにもこうした機会が数多く企画されることが望まれる。

（９８年７月）

TAM ’９８福岡（音楽編）開催にあたり実行委員のメンバーで話し合ったことは、一過性のシンポジウムに終わ

らせることなく、議論を深め将来につなげる講座にしたい……ということだった。われわれは「音楽との出会いを

楽しくする会」実行委員会を結成して、音楽普及プログラムの実験コンサートやアンケート調査等３つの事業を実

施した。その結果について、事例報告とともに講座の討論資料として提供することを考えたのである。３人の実行

委員で２つの実行委員会を運営するのは容易なことではなかったが、結果としてはまずまずの成果を得られたので

はないかと思っている。

音楽をとりまくアートマネジメントの領域は大きく３つに分けられるのではないだろうか。音楽愛好家やアマチュ

ア音楽家、公的立場（教師・役所・公共施設担当者）から芸術の普及に携わる者、プロフェッショナルな芸術家

（団体）やプロデューサーなど、それぞれの領域が抱える問題を同一に語ることはできない。アートマネジメントの

技法が整理確立されていない現在、３つの領域それぞれの問題を掘り起こし、解決策の検討や試行錯誤が繰り返

される中から、「アートマネジメントの技法」ともいえる共通の理論と技法が浮かび上がってくるのではないかと思

う。実行委員会では７月１１日にTAM ’９８福岡の同窓会を開催、それぞれの領域が抱える問題の掘り起こしを試

みた。 （９８年７月）
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Ｖol. １３ １９９８年３月

明日のアートを語る
高松セッション 演劇‐６

香川県商工労働部企業振興課　出口マミ

まず、この講座を高松で開くにいたった経緯からお話ししましょう。私は当時県民ホールの事業担当で、TAM

のディレクターの市村さんから「こんな話があるぞ」と紹介してもらったのが始まりでした。企業メセナ協議会の

熊倉さんの話を聞くにおよんでは、「これは絶対にやらねば」と決意したのですが、ホールの事業として、上司が認め

ず、どうしてもあきらめられない私は、市村さんの「やりたい奴でやったらいいじゃん」という言葉にすがり、「えい!」

とやってしまったわけです。

実は高松（香川）では、県のホールでさえ舞台芸術の専門的なポストがなく、長いスパンで、そして広い視野を

もって見渡す機関や人がいないということがとても不満でした。また県内の文化団体が意外とお互いの交流がな

いことを残念に思っていました。そういったことがこのTAM高松セッションを契機に動き出せばいいな、と思って

取り組んだのです。

市村さんの紹介だったので演劇セッションでしたが、私がまったく演劇に疎く、皆様に迷惑をかけながらの準備

でした。しかしジャンルをこえて県内のさまざまな方が参加して下さり、また県外からも大変熱心な方々にお集ま

りいただいて有意義な講座とすることができました。私個人としても、いろいろな方とお知り合いになることがで

き、アートに関するさまざまな意見をうかがうことができて実り多い仕事となりました。

ただ、これで答えが出るというものではないと思います。これを契機に、さまざまな試みが生まれることが大切だ

と思っています。今年からは県も県内のホール施設を中心にアートマネジメント講座を開催する予定ですし、どん

どんこの輪が広がればいいと思っています。 （９８年７月）
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３年目を迎え、ジャンルを超えたクロストークの総合セッ

ション、「東京会議」を試みました。

各地で提起された問題を踏まえ、これからのアートマネ

ジメントの方向を探ろうと初めて東京で開催したTAM

には、なんと５００人近い人々が参加。この分野への熱い

視線がひしひしと感じられはじめた年です。また各地の

セッションでは、座学のみでなく方法論を実際に披露す

る体験型ワークショップがさまざまに展開されました。

Vol.１４ 東京　総合‐１ １９９８年７月

「アートマネジメントの力」

Vol.１５ 新潟　音楽‐３ １９９８年９月

「きほんにもどって、オーケストラ」

Vol.１６ 横浜　演劇‐７ １９９８年９月

「コミュニティーアートとしての演劇

―横浜から新しい波は起こせるか」

Vol.１７ 北九州　演劇‐８ １９９８年１０月

「芸術文化でまちを育てる」

Vol.１８ 千葉　美術‐６ １９９８年１０月

「アートで人を育てよう!」

Vol.１９ 札幌　演劇‐９ １９９９年１月

「まちにひろがるアート―コミュニティシアターの可能性」

Vol.２０ 佐世保　音楽‐４ １９９９年２‐３月

「音楽との新しい出会いをもとめて」

Vol.２１ 高知　美術‐７ １９９９年３月

「アートはつかれる? ―回路を開く―」

1998年度

総合セッション“東京会議”開始





Ｖol. １５ １９９８年９月

きほんにもどって、オーケストラ
新潟セッション 音楽‐３

（財）新潟市芸術文化振興財団　寺田尚弘

Ｖol. １４ １９９８年７月

アートマネジメントの力
東京会議 ’９８ 総合‐１

TAM運営委員会

３年目を迎えたトヨタ・アートマネジメント講座のひとつの節目として開催された「東京会議 ’９８」は、これま

で各地で提起されてきた問題をふまえ、これからのアートマネジメントの方向を提案する場として企画された。

通常のTAMのセッションは、演劇・美術・音楽、いずれかの芸術ジャンルに特化して企画されるが、普段はアド

バイザー役のディレクター達がみずから企画したこの「東京会議」では、芸術分野の垣根を取り払うクロストーク

を試みた。「市民参加」「観客創造」「社会のドア」という、アートマネジメントの今日的な３つのテーマのもと、各

ジャンルの論客が一堂に会し、それぞれの方法論やヴィジョンを提示、４００人をこえる参加者を前に、熱い討議を

繰り広げたのである。

パネリスト達はいずれもジャングルの処女地を切り開いてきた強者ぞろい。その報告はアートマネジメントが常

に新たなチャレンジであり、道なき地をゆく冒険に等しいものであることをうかがわせる。アートマネジメント待望

論があちこちで聞かれる昨今だが、今回の会議では、アートと社会の関係をより緊密にするには、単に出会いの数

を増やせばいいという次元をこえて、両者の関係の質を変え、相互浸透を深めるという次のステップに進まなけれ

ばならないことがさまざまに指摘された。

アートマネジメントが本領を発揮する新たな段階に向けて、脱皮の方途を探った東京会議。さまざまな方向性が

示唆されたが、いずれも平坦な道はなさそうだ。痛みを伴わぬ脱皮はないのかもしれないが、「アートが少しずつ自

由になることは、社会が少しずつ自由になることに違いない」という共通認識が確認され、次なる一歩を踏み出す

勇気を与えてくれた２日間であった。（文責：ディレクター・熊倉） （９９年７月）

会議録申込先：〒１００‐０００６ 東京都千代田区有楽町２‐５‐１有楽町マリオン１３F

TAM運営委員会事務局（企業メセナ協議会内）e-mail : kmk@mecenat.or. jp

９９年４月１０日、新潟市民芸術文化会館コンサートホールでおこなわれた、東京交響楽団第１回新潟定期演奏

会は、満員のお客様の熱烈な拍手で始まりました。この公演は、新潟市と提携を結んだ東京交響楽団の「サント

リーホール定期演奏会」を年５回開催するものです。「定期演奏会」はオーケストラの真の実力が問われる公演で

す。地方公演にありがちな名曲コンサートではなく、定期演奏会をおこなうことで、単発の公演では取り上げるこ

とができなかった大曲も数多く紹介できます。また、同じ団体を定期的に聴くことにより、「オーケストラを聴く耳

の基準」ができるなど、多くのメリットが考えられます。

９７年度の演劇に引きつづき開催した、新潟セッションでは、「オーケストラ」をテーマに、３日間の講座をおこ

ないました。ヨーロッパでは小さな町にもプロのオーケストラがあり、市民は「自分たちのオーケストラ」として応

援しているそうです。では日本は? 今回は、指揮者、団員、事務局、主催者（ホール）など、いろいろな立場でオー

ケストラにかかわる方々をお招きし、オーケストラの歴史、オーケストラと地域の結びつきなどについて現場の声を

聞かせていただきました。

新潟市では、新潟市民芸術文化会館のオープン後、オーケストラのコンサートが数多く開催され、そのほとんど

が満席に近い状態で公演日を迎えています。TAMの開催によって、オーケストラと地域社会のあり方や、新潟市

の今後の音楽界をどう発展させていくかなど、市民とともに考える機会を与えていただいたことに深く感謝してい

ます。 （９９年７月）

53



Ｖol. １７ １９９８年１０月

芸術文化でまちを育てる
北九州セッション 演劇‐８

北九州市建築都市局都心・副都心開発室　神野譲嗣

Ｖol. １６ １９９８年９月

コミュニティーアートとしての演劇―横浜から新しい波は起こせるか
横浜セッション 演劇‐７

PAW YOKOHAMA 代表　一宮　均

「横浜の演劇は元気ですか?」これが横浜のアートマネジメント講座を始めるきっかけでした。近代演劇の基礎

をつくってきた歴史をもつ横浜ですが、最近はどうも元気が感じられません。コミュニティーアートとしての演劇

を横浜でつくっていくにはどうすればよいのか。私たちは横浜演劇状況の象徴として、今回の会場であるテアトル

フォンテの使い方をさまざまに探ることでテーマを掘り下げることにしました。この横浜で初めての演劇専用施設

といわれているテアトルフォンテは不便な立地条件のため利用する側にも、管理する側にも「ここでやってもだめだ」

というある種のあきらめの感情がありました。劇場とは何か、公演だけの場ではなく、トータルに演劇を創造して

いく場なのだという視点をもち、他都市の事例や演劇の現場にいる方からの提案を受けることで、地域から演劇を

育てていくことの可能性を探りました。

今回出されたさまざまな提案が今後どう生かされていくのか、これは利用する側にも、管理する側にも、厳しい

条件の中で自分たちを取り巻く演劇状況をよくするための試練の場になると思います。今回行政の方からも率直

な意見を出していただきました。利用する演劇人の側も単なる要望ではなく、提案型の意見を出すことで実際の

仕組みを少しずつ変えていくきっかけになればと思います。

劇場という摩訶不思議な空間にさまざまな人が集い、出会い、何かが生まれていく、私たちは市民の立場でそ

のような状況にどのように立ち会っていくのか、この魅力あるアートマネジメントという仕事をより深く追求してい

きたいと思っています。NPOの拡がりなど最近ではパブリックという言葉の概念を、従来の「公共」というよりも

「市民」ととらえる考え方が増えてきていると思いますが、私たち市民グループ「PAW」もPAWの読み方にPublic

Art Wave を取り入れ、Pubulic Artとしての演劇を横浜から発信していけるよう努力していきたいと思います。

（９９年７月）

２００３年に演劇ホールを中心とした文化施設を北九州市に開設することから、北九州演劇祭事務局を通じて、

市村さんから「開催してみては」とのお話があり、「～を育てる」をテーマに演劇セッションを開催することにしま

した。

テーマ選定にあたっては、文化施設の開設に向けて、今自分たちの抱えている課題（観客、ホールの人材をどう

育てていくか）は、ホールを実際に運営している方々にとっても共通の課題であろうということで、これを劇場運

営、マーケティング、アートマネジメントの研究などで活躍されている方々に論じていただくことにしました。

出席者は、講師の方はもちろんのこと、セミナー参加者も全国各地のホール企画運営担当者や制作の関係者等

第一線で活躍されている方々ばかりで、講師と参加者の双方向の熱心な議論を目の当たりにして、あらためてアー

トマネジメントに対する関心の深さ、むずかしさというものを感じました。と同時に、「演劇という労働集約型産業

が、事業構造的に成り立ちにくくなっている今日、公共ホールの果たせる役割は今後も大きくなっていくのではな

いか」という講師の言葉に勇気づけられました。

準備期間も短く関係者の方々に大変ご迷惑をおかけしましたが、この講座を機会にネットワークも広がり個人的

にも有意義な講座だったと思います。

一度や二度の講座で結論が出るものではないので、今後も、こうした論議の機会を多くもてればと思います。

（９９年７月）
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Ｖol. １９ １９９９年１月

まちにひろがるアート―コミュニティシアターの可能性
札幌セッション 演劇‐９

札幌舞台芸術家協議会代表　松崎霜樹

Ｖol. １８ １９９８年１０月

アートで人を育てよう！
千葉セッション 美術‐６

川村記念美術館学芸員　林　寿美

本セッションのテーマ「アートで人を育てよう!」は、ふたつの意味をこめて設定したものである。まずは、「人間

が豊かな人生を送るためにもっとアートを楽しんでもらおう!」というメッセージ。そしてふたつめは、「アーティス

トというつくり手あるいは作品そのものと、鑑賞者という受け手をつなぐための〈担い手〉を積極的に育てていこ

う!」というメッセージである。この「担い手」が誰かを考えた時、まずはギャラリー・トークを担当する美術館ボ

ランティアが筆頭に挙げられることが常だが、本セッションではこれに限らず、美術に携わる仕事の可能性を幅広

く探ることをねらいとした。すなわち、第一のメッセージを基本姿勢として、第二のメッセージをさまざまな角度か

らとらえることが、本セッションの趣旨となったわけである。よって、レクチャーの講師には、現職の学校の先生、

例年野外彫刻展やコンサートなどの各種イベントを境内でおこなっている寺の副住職、美術館でボランティア教

育に携わった学芸員と他分野の方々にお願いすることにした。

参加者は７０名余り。県内でアートに携わる仕事にすでについている方 、々美術館教育を専攻している学生、学

校関係者、作家、美術館ボランティア、美術館学芸員など、講師の顔ぶれに応じたメンバーが集まった。参加者人

数が適当であったせいか、あるいは各講師がそれぞれ情熱的に生の声で語ってくれたせいか、セッションが進むう

ちに講師と参加者の間の垣根が取り払われ、会場全体がひとつの目的意識をもっている空気に包まれていったの

はしごく幸いであった。つづく２日目の公開シンポジウムとワークショップ「ギャラリー・トーク」でも、参加者に

よる活発な発言が印象的であった。

千葉らしさや首都圏におけるアート活動を追求したわけではなかったものの、それまではただの顔見知り程度に

すぎなかった本セッション実行委員会のメンバー９名が、お互いの考えを再認識することができたこと、さらにはそ

の輪が参加者全員にまで広がったことが、千葉でのアートをめぐるネットワークづくりにおいて、大いなる一歩をし

るしたのはまちがいないだろう。今後の具体的なプロジェクトへの発展を、次なる課題としたい。 （９９年７月）

北海道における舞台芸術周辺の環境整備と、将来的な展望を見据えた趣旨で開催の運びとなった「北海道舞

台塾」は、現北海道知事の選挙公約にあった公立ホール「道立劇場（仮称）」設立実現のための、ソフトコンテン

ツづくりに向けての前哨戦である。

驚くべきことに、その共催として開催された今回のTAMは、「まちにひろがるアート～コミュニティシアターの

可能性」と題されていたにもかかわらず地元舞台芸術関係者にしてみれば「意識外」の存在であったようだ。

のべ動員数１万人以上というお祭り的イベントのさ中、２日間に渡っておこなわれた本プログラムのうち「地域

社会とアート」「コミュニティアートを担うシステム」などのセッションは、今後の公共ホールが担うべき役割を十

分に示唆する内容であったのだが、残念ながら地元舞台芸術関係者の参加は皆無で、医療・福祉関係者や教育・

生涯学習などに興味をもつ方々が大部分を占めていたし、その方々からの疑問の声もあった。

今回は「北海道舞台塾」のみならず「日本劇作家大会北海道大会」併催と、全体プログラムの多さもあり、別

会場に分かれたことも原因のひとつと考えられるのだが、「コミュニティアート」や「地域社会」のキーワードは、

北海道の舞台芸術関係者にとって興味を引かなかったようなのだ。地元舞台芸術関係者が、自分たちこそが「コ

ミュニティアート」の当事者のひとりであることを、どの程度認識しているかを推測するうえでも、今回の共催と

いうプログラムは興味深かったわけだ。

地域内のさまざまな「コミュニティアート」の活動が、地域の文化を育み、支えていくことは自明の理であり、今

後、地元に密着した「アートプログラム」を生み出すうえでも「アートマネジメント講座」の周期的開催を望みた

い。無論、舞台芸術関係者のみならず、さまざまなカテゴリーからの市民参加を願って。 （９９年７月）
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Ｖol. ２１ １９９９年３月

アートはつかれる? ―回路を開く―
高知セッション 美術‐７

高知県文化財団企画課　藤田直義

Ｖol. ２０ １９９９年２月‐３月

音楽との新しい出会いをもとめて
佐世保セッション 音楽‐４

デュエトリオ・コンソート代表　松尾　望

TAM’９９佐世保セッション（音楽編）では、２００１年完成予定の県民文化ホールのオープンの前に市民や音楽

愛好家の方にアートマネジメントの役割に関心をもってもらい、芸術活動と地域社会のかかわりに市民の参加意

識を高めることにより、文化による「まちづくり」を考えるきっかけになればと思い、２日間の講座とトークコンサー

トによるワークショップを企画しました。

講座ではまず、音楽を通した「まちづくり」で全国の草分けとなった「ゆふいん音楽祭」や、福岡を中心に室内楽

の音楽会を運営された方から報告をいただき、それぞれの２０数年に渡る活動で、音楽家の信頼を得て、「手作り」

の音楽会を一過性のものでなく継続させてこられたお話をいただきました。また、カザルスホールや水戸芸術館の

専門スタッフからは、室内楽の愉しみ方を例に音楽会のプログラムづくりのポイントを聞きました。奏者（音楽）と

聴き手の親密な出会いから、地域文化とアートマネジメントのかかわりをあらためて学び、その多様性を知ること

ができたと思います。

長崎県では、すでに大村市の「シーハットおおむら」や、長崎市の「ブリックホール」などが昨年誕生し、公共

ホールの活用法や問題意識の共有など、互いの交流の必要性を語る声も聞かれていましたが、今回の県内初の本

格的なアートマネジメント講座の試みには、県内にとどまらず九州各地や広島、東京、北海道からの参加もあり、

アートと地域を結びつけるアートマネジメントの役割の意義深さと、それを担う人々の熱意を感じることができま

した。開催にあたり、地元の関心が得られず苦労しましたが、これから地域に根ざしたアートマネジメントから芸

術文化を発信し、その役割が多くの方へ広まることを期待したいと思います。 （９９年７月）

「アートはつかれる?」。このタイトル、実はプログラムが決まった後で今回の講座のパネリストのお一人から提案

のあったものである。思わず笑ってしまったが、半年以上立場も仕事内容も問題意識も微妙に異なる９名の実行

委員が会合を重ね、さらにTAM運営委員の森氏や熊倉氏との協議を経て開催にいたるトヨタ・アートマネジメン

ト講座は、見方を変えれば相当疲れる作業だったのである。

冗談はさておき、熱心なアートマネージャーならこのタイトルに共感いただけると思っていた。アートマネージャー

の仕事というのは、官民問わず大変なエネルギーを要するからだ。本講座は、サブタイトルに「回路を開く」とつけ

てあるように、価値観の違う社会とのコミュニケーションの方法を身につけ、エネルギーの省力化を図ることが目

的であった。具体的には企画書のつくり方と企業へのプレゼンテーション・シミュレーションに時間を割き、その他

の部分は地元パネリストの事例報告を中心に、高知県の文化政策のキーパーソンである橋本大二郎高知県知事

にも登場願った。その結果、幅広いジャンル、セクターからの一般参加者は９３名と定員を大きくオーバー、当初

の目標のひとつであった出会いと交流の場はかなり達成した模様である。また、今年５月に高知県が四国銀行に

委託したNPO支援公益信託の助成金審査方法が、書面審査ではなく公開プレゼンテーションと決まっており、本

講座はタイムリーな模擬審査会となった。

ただ、私自身は本講座の１週間前に倒れてしまい、「アートはつかれる!」ことを身をもって証明してしまった。

（９９年７月）

報告書問合せ先：〒７８０‐８１２３ 高知市高須３５３‐２ 高知県立美術館内 高知県文化財団企画課

Ｔel. ０８８‐８６６‐８００６　Ｆax. ０８８‐８６６‐８００８
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これまでは県庁所在地など比較的規模の大きな都市で

開催されることの多かったTAMですが、沖縄県佐敷町、

滋賀県栗東町など、より小規模の町でもアートマネジメ

ントの未来を担う人々が活躍する時代となりました。こ

れまでも各セッションはそれぞれに個性的でしたが、各

地のターゲットやテーマ設定はどんどんユニークさを増

し、TAMの多様化が進みました。神戸では３００人の参

加者を集め、｢アートマネジメント｣という言葉が不思議

な魅力をもってさまざまな人々を惹きつけ、社会的なパ

ワーを持ちつつあることに気付かされた年でした。

Vol.２２ 沖縄　音楽‐５ １９９９年５月

「おきなわとアートマネジメント

―地域社会・アーティストをつなぐ輪を求めて」

Vol.２３ 岡山　演劇‐１０ １９９９年９月

「劇場―演劇が生まれる場をつくる」

Vol.２４ 青森　美術‐８ １９９９年１０月

「ミューズたちの新世紀

―新たな芸術環境を醸成するためのセッション」

Vol.２５ 松江　音楽‐６ ２０００年２月

「“温故知新”～日本音楽ルネッサンス～」

Vol.２６ 栗東　演劇‐１１ ２０００年２月

「劇団が劇場をつくる―地域演劇の将来像―」

Vol.２７ 神戸　美術‐９ ２０００年３月

「芸術の基礎体力―アートマネジメントのABC」

Vol.２８ 釧路　演劇‐１２ ２０００年３月

「地域演劇が未来をきりひらく

―２１世紀にむけた地域演劇の可能性を探る」

1999年度
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Ｖol. ２２ １９９９年５月

おきなわとアートマネジメント―地域社会・アーティストをつなぐ輪を求めて
沖縄セッション 音楽‐５

琉球大学教育学部教授・シュガーホール芸術監督　中村　透

沖縄セッションは、９９年５月２２（土）～２３（日）の２日間、佐敷町文化センター・シュガーホールで開催され

た。実行委員はシュガーホール芸術監督を中心に、公共ホールスタッフ・音楽大学教授・声楽家・フリープロデュ

ーサーと、産官学の共同ティームによる。「音楽」部門の講座（監修西巻正史）ではあったが、アートマネジメント

の概念そのものが沖縄に新しく、また開催前からジャンルを問わず多くのアート関係者の関心を呼んだ。また伝統

芸能のさかんな沖縄では、この領域のマネジメントの探究も避けては通れない。こうした事情で、エキシビション、

懇親会とともに４つのセッションを組むといういささかよくばりなプログラムではあったが、のべ参加者総数１５４

名で盛況のうちに熱心な討議と意見交換がなされた。

各セッションの内容は次の通りである。

セッション１ 対談と討議「沖縄にプロ・アーティストはイるか」

セッション２ ミニ講座「アートマネジメント、メセナとは・・・Q＆A」

セッション３ パネルディスカッション「企業の創る文化・地域の拓く文化」

セッション４ 対談と情報交換「公共ホールの芸術教育とは」

セッション１では、とくにクラシック・アーティストの地域社会における位置、伝統芸能家の地域をこえた存在

意義などが、いわばプロ意識との関連で討議された。セッション３では、国際的な政治・経済の拡大化の中で、ア

ートや文化がどのように新しい局面を迎えているかが具体的に提示され、「グローバリゼーション」の中の地域独

自の文化のあり方が議論された。全日程を通して、受講者からの質問や意見も多く出され、沖縄にとっての「アー

トマネジメント元年」にふさわしい講座となった。 （９９年７月）

岡山セッションのテーマは二転三転した。“レジデント・シアターの可能性”→“まちづくりと公立ホール”→

“地域演劇の台頭”といった標題が浮かんでは消え、やがてシビレを切らした監修の市村作知雄氏から「どうする

の?」の催促。土俵際で生まれたのが『劇場―演劇が生まれる場をつくる』だった。市村氏の「プロジェクトとし

ての劇場」というヒントをもとに、「劇場をつくろう、演劇をはじめよう」というビジョンを標題にしたものだ。

開催までに時間は要したが、それまでのプロセスが文字通りアートマネジメントの実践そのものであった。公立

ホールの事業担当者や企業のメセナ担当者へのプレゼン、商店街組合や経済団体・市民団体へのアプローチ、

アーティストへの出演交渉や芸術文化団体への呼びかけ…など。費やした時間は無駄ではなかった。セッションが

成立する磁場の中にアートと社会の確かな出会いがあった。

劇場には公営も民営もあるが、岡山セッションでは民営に力点をおいた。とりわけ、小劇場演劇やオルタナティ

ブな空間を題材に内容と人選を決め、会場もそれにふさわしい地元企業が運営するデビットホールと旧ピンク映

画館の貸ホールを充てた。企画段階では、商店街の空き店舗も候補になったが、とにかく会場は、テーマを具現化

したようなシンボリックな場所を選んだ。

セッションでは、多彩な顔ぶれのパネリストに出席いただき、全国から大勢の参加者があった。民営の小劇場

がどのような専門家に支えられ、どのように優れた才能と作品を輩出してきたか。公営の劇場よりも鋭角的に時代

と格闘してきた民営劇場は、常に退っ引きならない公共性を体現してきた事実が、さまざまな角度から語られた。

そして、講座の後には膨大な録音テープと色褪せることのない問いが残った。新しい劇場は造られるの? 新し

い演劇は生まれるの?―― YES ! （００年７月）

Ｖol. ２３ １９９９年９月

劇場――演劇が生まれる場をつくる
岡山セッション 演劇‐１０

おかやまアートファーム代表　大森誠一
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Ｖol. ２５ ２０００年２月

“温故知新”～日本音楽ルネッサンス～
松江セッション 音楽‐６

（財）島根県文化振興財団　久保田孝

Ｖol. ２４ １９９９年１０月

ミューズたちの新世紀―新たな芸術環境を醸成するためのセッション
青森セッション 美術‐８

青森県美術館整備・芸術パーク構想推進室学芸主査　立木祥一郎

TAM青森の開催にあたり考えたこと。青森では県の美術館、青森市の現代アートセンターのプロジェクトが進

行中。双方にすでにディレクターがおりソフトの計画のただなか。ほんとに進行中のプロジェクトは、どきどきと面

白い。だから、TAMでもプロジェクト作るというプロセスをリアルに伝えたかった。同時にTAM青森を作るプロ

セスそのものが、まさにアートマネジメントを実践するスタートになるかもしれない。うまい教師より、不器用でも生

きてることを感じさせてくれた反面教師のほうが重要だったなあという経験則。パワフルで生なプロセスを開示す

ることが受講者にとっても説得力を持ちえるだろう。

そういうわけで、実在の埠頭倉庫で架空の大展覧会を行うことを想定して行われたシンポジウムと、それを実現

するためのマネジメント・プロセスの間接的な解析という形でセッションをセットした。また、青森の実行委員会に

は、アートに手慣れたスタッフだけではなく、なるべく、これまでアートにコミットしていない新しい人材を発掘し

たいと考えた。アート以外の職能、燻製の達人とか、ネブタ中毒者とか、福祉行政のプロとか、アートに無縁だっ

た人が、アーティストなどと一緒に議論しながら、アートに自分の力が有効というのを実証する。このことは、地域

の創造力を喚起し、アートマネジメントの領域を広げることになるだろう。そして焦点が結論ではなくプロセスで

あるからにはTAM青森以後も培われた関係性、運動性は継続し、公開されることになるだろう。

受講数９３人と講座当日の実行委員３３人。予想をはるかにうわまわる盛況。大いに盛り上がった青森実行委員

たちは、甲子園球児のごとく、すぐに次ぎなるプロセスに入りつつある。

県の美術館公開設計コンペは国内のコンペ史上最大の激戦となり４３才の気鋭の建築家、青木淳氏がグランプ

リに。ソフト構築から基本設計というハードに着手している。市のプロジェクトは安藤忠雄氏で設計中。TAM青

森の実行委員会は、TAM運営を評価され、あおもりNPOを中心に今年秋の青森市の国際AIRの事業制作を委託

された。シンポジウムでテーマにした埠頭の倉庫は、この企画で展示会場となることを検討中である。（００年７月）

心の安らぎや精神的充実を求めることに重きを置かれる今日です。しかし、一方では伝統的なもの、地域の固

有性といったものが弱まり、文化的風土の画一化が進みつつあります。

そこで、松江セッションのテーマは「温故知新」～日本音楽ルネッサンス～と題し、日本の伝統音楽をひとつの

題材として取り上げ、これからの地域とアートのあり方を探っていくこととしました。

今回のセッションは、学問として主に西洋音楽を中心に教わってきた私たちが、「日本の伝統音楽を肌で感じ

て、心から楽しんでいくことが本当にできるのか?」「あなたの中に日本人のDNAは残っているか?」ということ

を具体的なテーマとして、三味線や安来節の実演を交えながら参加者の体と心に問いかけてみることにしました。

イヤー。しっかり残っていましたよ。洋会議室が、目を閉じるとお座敷にいるように感じてしまうぐらい日本の

音が心に響いてしまいました。実はここでしくじると２日目はなかったのですが…。

まあ、何はともあれ、このセッションで殆どの参加者が「なんだ、日本の伝統音楽もなかなかいいじゃないか。」

と感じていただけたようです。この感じることが動機付けであり、既にそこにはアーティストとアートマネージャー

との関係が生まれていることになると思います。

そして、現状分析と理想論に終わることなく、この講座を契機にアーティスト、教育機関、行政機関、地域の文

化施設や文化団体が一体となった身近なアートマネージメントが行われるようになれば幸いです。

また、今回の講座は島根大学の音楽プロデュース論の授業にも組み込まれ、多くの大学生が受講したことも、

今後のことを考えると大きな収穫となったと思います。 （００年７月）
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９７年３月の神戸セッションに参加した頃、さきら建設予定地はまだ更地だった。その４ヶ月後工事が始まり、

９９年３月竣工、１０月グランドオープンを迎えた。そして、オープニング事業の真っ只中、何年も夢物語のように

話していた演劇セッションの企画が始まった。過去２回の演劇フォーラムの流れを汲み「演劇」や「創造」にはこ

だわりたいなどと考えていた矢先、ディレクターの市村氏から「劇団」というキーワードが提案された。

滋賀県には、３０ほどの劇団があり、自主公演のほか、合同公演や演劇について話す会を行うなど、積極的な

活動を起こしつつある。特に、９８年秋、琵琶湖畔でテント公演を行った第２回滋賀県演劇フェスティバルは、県

内演劇人の交流において大きな節目となった。その中心でもあり、栗東に確かに存在する「劇団」としての『異国

幻燈舎』にスポットライトをあてよう。そして、実際に彼らの舞台を観て話そう―。かくして、『まな板の上の鯉』

にする、という非情な案は現実となった。

栗東セッション３日間のプログラムは、劇団異国幻燈舎公演、トークセッション（２回）、ウォークセッション（２

回）の大きく３つ。トークセッションでは『まな板の上の鯉』となった宮沢氏だったが、様々な人の意見や指摘を快

く受け入れ自らの公演を再確認していた。「歩きながら劇場や演劇のことを話そうよ」と名付けたウォークセッシ

ョンでは、劇場見学を含め「見る」「聞く」を意識しながら全員で劇場内を巡った。プログラム構成にあたっては、

体験する機会をつくりたい、また、現実に密着した講座に、という思いがあったが、真剣で柔軟な講師と積極的な

参加者のおかげで楽しく意義深い時間となった。

「才能との出会い」、講師として参加いただいた津村氏の言葉である。刺激や緊張がお互いを高め、良い競争を

し合って育っていくのだと。それは、アーティスト同士のことだけでなく、劇場と創造者が出会うことにもいえる

だろう。そして、今回たくさんの出会いの機会を与えていただいたことを感謝している。劇団や参加者にとっての

「これから」に、少しでも勇気と希望を抱かせた３日間であったならと願うばかりである。 （００年７月）

「アートを育む」重要なファクターとしてのアートマネージャーには、広報担当・技術者・経営者・創造者・鑑

賞者といった、さまざまな役割をインタラクティブに使い分ける、しなやかでしたたかな心と身体が求められます。

今回の神戸セッションでは、この至難の業を演じ分けるために、自身の中でのグラデーションを見事に使いこなし

ながら、オルタナティブな精神に則った独自の横断的な活動を続けている「アーティスト、ディレクター、ライタ

ー、メセナ経験者、画廊勤務経験者」の方々と共にプログラムを組みました。独自の経験から得た「人、モノ（場）、

金」の有益な活用法を洗い出しながら、アートに携わる様々な事象を網羅していく中、出てきた唯一無二のキー

ワードが「芸術の基礎体力」でした。

アートと向き合う情熱を形にし、第三者に伝え、他者と価値の交換を行うために立ち上がる意欲がことの始ま

りです。そのビジョンを形にしていく上で、自身の経験に基づいた知恵袋こそが、最も有効なマネジメントといえ

ます。その前提として心と頭と体を鍛える集中トレーニングが３日間の講座でした。ここでは、アートの現場でご

活躍の講師陣を迎え、『アートマネジメント』にまつわる事象を基礎講座的に展開していきました。その結果、当初

予定９０名を遙かに超える３００名近くの参加申し込みを受け、３日間の講座は、所属や年齢層共に実にバラエ

ティーに富んだ顔ぶれの参加者の方々と共に、大盛況の内に終了いたしました。本講座を通じて、流行り言葉の

ように氾濫している『アートマネジメント』という漠然とした言葉の意味が、講師陣、参加者の方々の意見によっ

て明確になっていったように思われます。また、その各人の『アートマネジメント』のイメージを実体験する場とし

て、実際にアートプロジェクトを立ち上げるワークショップ「芸術の基礎体力　自主トレ編」を約１年という長期

に渡って開催しています。自分が信じるアートの魅力をいかにして第三者に伝えるか。新しい価値観の創造に繋

がるような緩やかなアウトリーチの模索と共に、未来に向けての種まきが、今始まったばかりです。 （００年７月）

Ｖol. ２６ ２０００年２月

劇団が劇場をつくる―地域演劇の将来像―
栗東セッション 演劇‐１１

栗東芸術文化会館さきら 中村七恵

Ｖol. ２７ ２０００年３月

芸術の基礎体力―アートマネジメントのABC
神戸セッション 美術‐９

神戸アートビレッジセンター美術担当　木ノ下智恵子
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Ｖol. ２８ ２０００年３月

地域演劇が未来をきりひらく―２１世紀にむけた地域演劇の可能性を探る
釧路セッション 演劇‐１２

北海道舞台塾 in 釧路実行委員会（釧路生涯学習センター） 尾田　浩

釧路市内には、９劇団（子どもミュージカル、高校演劇研究会も含む）が集まり、釧路演劇協議会を組織して

おり、その活動は２０年を越えています。この演劇協議会を母体として、北海道舞台塾釧路地域大会の２年度目

を開催し、その一つとしてTAM講座のショートバージョンを行いました。

今回のテーマは、１９６０年代からの日本の演劇を振り返り、その影響を受けながら進んできた地域演劇の課題

を見いだす事にありました。

１９６０年代からの日本の演劇の変化を、特徴的な舞台のVTRを視聴しながらの講座は、具体的であり変化

（変動）への指摘が理解しやすくとても勉強になりました。また、まともにその時代の風を受けながら、あるいは

先取りしながら創造がなされてきている事が実感されました。そして、９０年代に台頭してきた、京都、大阪そして

青森県弘前劇場の実態についてが２日目の講座として展開され、地域演劇が新たな創造へ向かい実践し、高い評

価を得て来ていることが報告されました。

けっして創造的にも経済的にも豊かではないと思い込んでいる地域演劇に、新たな視点から動きが始められて

いることが感じられました。また、アートマネジメントを考える側から、こういう創造内部の考え方に触れる機会

は大変有効であったと思います。経済不況と自治体の財政難で、補助金が削られていく現状の中で、良質な補助

金を探すのがアートマネージャーの仕事と勘違いしていた（自我をこめて）ムキには、大変勉強になったと思いま

す。今こそ、時代と演劇、時代とアート、アートの力等、議論すべきではないかと感じました。大きな時代の流れ

の中で、演劇がもっともっと豊かになるための課題は、地域演劇の中にあると確信した２日間でした。

（００年７月）
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TAMの開催後、新たな動きが芽生えた地域でセカン

ド・ステップを試みる「チャレンジ編」を開始。

スタートは、岡山と福岡でアートNPOをめぐる２つの

活動をサポートするプロジェクトでした。実際に地域に

アートマネジメントが定着し、まちにアートに、新たなエ

ネルギーを吹き込むことができるかどうか、ぜひこれか

らも見守ってください。また東海地区での初開催とな

る名古屋で２回目の総合セッションを試みるなど、TAM

の次なる展開を探る年でした。

2000年度

Vol.２９ 岡山　チャレンジ編‐１ ２０００年５‐１１月

「アートマネジメント実践道場」

Vol.３０ 名古屋　総合‐２ ２０００年９月

「アートマネジメントの魅力

―これからの暮らしをアートで耕す―」

Vol.３１ 福岡　チャレンジ編‐２ ２０００年９月‐２００１年３月

「２１世紀へのチャレンジ」

Vol.３２ 神戸 チャレンジ編‐３ ２０００年９‐１０月

「演劇と社会の接点」

Vol.３３ 沖縄　演劇‐１３ ２０００年１０月

「アートチャンプルマネジメント」

Vol.３４ 宇都宮　音楽‐７ ２０００年１１月

「アートで開こう! 地域の未来

～舞台と地域をつなぐアートマネジメント新世紀～」

Vol.３５ 大阪　美術‐１０ ２００１年２月

「アートマネジメントに必要な発想の転換」
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Ｖol. ３０ ２０００年９月

アートマネジメントの魅力―これからの暮らしをアートで耕す―
名古屋大会２０００ 総合‐２

愛知県文化情報センター学芸員　越後谷卓司

Ｖol. ２９ ２０００年５月‐１１月

アートマネジメント実践道場
岡山セッション チャレンジ‐１

NPO meats TAM担当、岡山県立美術館学芸員　柳沢秀行

まだ２９歳の僕が、はじめてトヨタ・アートマネジメント講座を引き受けてから、はや５年。その頃はまだTAM

（タム）なんて言い方だってなかったっけ。

あの時、蒔いた種のいくつかはちゃんと実になり、なんたって後楽園で現代美術展もできちゃったし。でも、それ

もこれも何よりTAMからいただいた人のつながりがあってこそ。そしてこれからもなによりも大切なのは人。と、

思っていたから今回のTAMのフォローアップセッションも喜んで引き受けさせてもらいました。それも僕個人では

なく、折り良く立ち上がったばかりのNPO meatsとして。

「まあ１０人位かな」と思っていたところに５０人近い応募。びっくり!

後楽園の現代美術展でも設営ボランティアにのべ３００人近い人たちも来たし…。今、みんな、こんな形でアート

に触れたいんだ。

でも正直、これだけの数の人がいれば、熱意もスキルもバラバラなのは当然。そこに適切な距離を持ちながら同

伴し、適切な役割を見出してもらうのは、ほんとにシンドイ。なかには講座の早々に姿を見せなくなった人もいる

し（どうしてるかな? あの熱意を形にしてあげられなく、ほんとにごめん）、今ではバリバリと自分で突き進んでい

る人もいるし（そう言う人は最初から自分で出来たんだよな。かえってこっちが教わるくらいだ）。

ともかくあつく濃い半年のプログラムだった。もちろんそんな濃～い体験をした者同士がそれで終わるはずもな

く…。いまだに僕は、彼ら彼女らが「あれ、やりたい」と言えば、のこのこそばに行ったり、眠れる火山にはこちら

からそっと火をつけにいったり。

「TAMチャレンジ編-1 岡山」が始まり、もう１年でもあり、まだ１年でもある。 （０１年７月）

愛知県での初の開催となった「トヨタ・アートマネジメント講座」（TAM）は、通算で３０回となる節目の記念大

会で、９８年７月東京の第１４回大会以来、２度目の３分野を総合した合同セッションであるという意味でも、画期

的な場となった。

近年、美術の分野では、作品がある枠組みの中で純粋に完結するのではなく、作家からの問題提起に基づいて

一般の鑑賞者がその成り立ちに参加する、いわゆる「プロジェクト型」の作品を多く見るようになった。演劇や舞

踊、音楽において数多く行われるワークショップや、市民の出資や参加による映画の製作も、またしかりである。

そこには、社会において芸術が担う役割や、芸術への市民参加のあり方の模索という側面が読み取れる。こうした

状況を反映してか、今回、愛知県で初開催にもかかわらず、多数の参加者があり、この地においてアートマネジメン

トへの関心を持つ潜在的な層の厚さの驚かされた。

その成果としては、まずアートマネジメントの基礎的事項を伝え、さらにその奥深さや可能性を知る機会として

の役割を果たしたといえよう。また、この地域の今後の芸術活動への刺激という点でも、例えば「芸術交流広場」

が、当地の芸術団体や文化機関の活動をアピールする場としてはもちろん、ジャンルを越えた出会いと人材の交流

する機会として、より積極的に活用されたいう形となって反映されていた。実際、これ以降この地で行われたいく

つかのアートイベントの運営面などで、「TAM」をきっかけに生まれた協力関係が活かされていたようだ。分科会

として行われたワークショップの「美術編」に演劇関係者が参加したり、あるいは、演劇とは縁がなかったにもか

かわらず講師への関心から「演劇編」に参加した受講者がいたりと、ジャンルを越えた出会いや触れ合いがあった

ことも、３分野の合同セッションならではのことで、今回の「TAM」への反応の中でも、最も嬉しいものの一つと

して深く印象に残っている。 （０１年７月）
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Ｖol. ３２ ２０００年９月

演劇と社会の接点
神戸セッション チャレンジ‐３

神戸アートビレッジセンター 福島史子

Ｖol. ３１ ２０００年９月‐２００１年３月

２１世紀へのチャレンジ／地域が支える芸術―新世紀の芸術環境をデザインする
福岡セッション チャレンジ‐２

TAM２００１福岡　実行委員長　大畑惠三

TAM ’９８福岡（９８年２月）に続く音楽編。今回は、音楽としては全国に先駆けた「チャレンジ編-２ 福岡」の開

催となり、その内容がいかにあるべきか?・・・について大いに悩むことになった。９８年のTAMでは「音楽普及

プログラム」の研究開発の必要性が認識され、その後＜研究会＞を立ち上げて活動を続けていたが、チャレンジ

編はその流れを引き継ぐものでなければならない。アートマネジメントの役割を考える時、＜プログラム開発＞

→＜運営組織と形態＞→＜社会との接点＞→＜芸術音楽を社会に開く＞ のプロセスをいかにして実現するかが

問題となってくる。

先ず（１）２０００年９月「アートマネジメント入門講座」で、マネジメントの基礎知識を学ぶ講座を開催。同時に

（２）演奏家の募集（オーディション）を始めた。次に（３）入門講座の受講者よりTAM２００１福岡《公開講座》の

実行委員を選び、６ヶ月をかけて《公開講座》の制作を準備経験することで「実践教室」とした。

（４）２００１年３月に開催した《公開講座》では、地域社会における「２１世紀の芸術環境デザインを試みる」こ

とをテーマに、＜日本全体の方向性＞→＜地方の時代での連携の可能性＞→＜アウトリーチとは何か?＞

→＜NPO・公共ホール・企業メセナの連携＞ の構成によって、２１世紀の地域社会における「芸術支援の形態」

と「芸術活動の実際」について模索し、デザインの提示を試みた。

アートマネジメントにおいて日本の最先端をゆく講師陣に来ていただいたおかげで、非常に充実した内容の公開

講座が実現できたと自負している。実行委員として残された課題は、その充実した内容が提示したものを『現実』

のものにする行動力であろう。現在、実行委員会のメンバーにより『ミュージック２００１』の組織を立ち上げ、NPO

法人化への準備をすすめると同時に、「NPO・公共ホール・企業メセナ連携」による地域社会における芸術支援

の企画を準備中である。 （０１年７月）

チャレンジ編ということで、「芸術と社会の接点」というテーマのもと、２つの企画《プレゼンテーション》と《講

評会》を行いました。

プレゼンテーションでは、実際に企業のメセナ担当者や公共の助成担当者ら５名にお越しいただき、各社、支援

の趣旨に合った魅力的な企画があれば、実際に支援いただくという前提で実践的に行いました。各社合同の公開

プレゼンという、通常のプレゼンとは形式が異なるところがありましたが、プレゼンテイター個々の企画書の書き

方から企画内容に関して、パネリストの方々からのご意見やアドバイスは大変貴重なものでした。プレゼンの結果

は後日、２社から劇団公演への支援を、１社から「即興演劇プロジェクト」にイベントへの出演依頼の話をいただ

きました。

講評会は「作品について話す」というタイトルで行いましたが、作品よりも、作品創作に取り組む姿勢や劇団の

体制が問われる場となりました。同じ現役の表現者であるパネリストから三者三様、厳しい発言もあり、劇団側が

落ち込む場面もありました。しかし、劇団は、このチャレンジ編以降、大きく変わってきています。いい作品を作る

ために、気持ちをひきしめて積極的に努力しているようです。これからが楽しみです。

これら２つの企画を通じて、演劇と社会をつなぐアイテムとして「言葉」を意識しました。アートマネジメントの

視点に立てば、私どものようなホール運営者もそうですが、表現者や制作者もまた、作品や企画の面白さを社会

の価値観に置き換えて社会にアプローチする方法を見つけることが大切なのではないかと、現場にいて、強く感じ

ています。 （０１年７月）
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Ｖol. ３４ ２０００年１１月

アートで開こう！ 地域の未来 ～舞台と地域をつなぐアートマネジメント新世紀～
宇都宮セッション 音楽‐７

財団法人とちぎ生涯学習文化財団 文化生涯学習部文化振興担当 主査　野中正知

Ｖol. ３３ ２０００年１０月

アートチャンプルマネジメント
沖縄セッション 演劇‐１３

沖縄市文化振興課、あしびなー副館長　照屋幹夫

沖縄は、琉球王国を形成していた時代から中国、韓国をはじめ広く東南アジアとの文化交流が盛んであり、先

達が育んだ独自の文化的要素は色濃く今日まで残っており、戦後、アメリカ軍の駐留により、さらにチャンプルー

な文化の融合がおこり、全国的にも特異な文化圏を形成するに至っています。

私たちは、この多種多様な芸術的文化的土壌をフルに活用し、伝統的なものと外来的なものをうまくチャンプ

ルーして新たな出会いを構築することを求めてアートマネジメント講座を企画しました。

企業メセナの概念の定着が薄い沖縄の現状を踏まえ、セッション１においては「アートと企業が向き合う時」と

題して沖縄の状況を再確認し、沖縄の地理的・文化的な視点から、セッション２において「国境を越えてアートは

出会う」と銘打って、将来的な国境のボーダーをアートはどのように越え、新たな創造を行うかを議題としました。

また、セッション３においては、「行政とアーティストの対話と地域づくり」と題して、ホールを所管する行政自

体の施策の方向性を具体的事例の中で討議しました。

今マネジメント講座のハイライトともいうべきセッション４「どこへ行く、沖縄の舞台芸術」においては、アート

の創作現場の問題点や、その活動を支援する環境づくり等の課題が討議され、プロをどのように育てるか、観客

を育てる・観客のニーズにいかに応えていくかを客席の参加者を巻き込みながら進行されたことはとても有意義で

ありました。

沖縄の舞台芸術は、中央への方向性ではなく広くアジアや環太平洋地域等をめざしたものにしたい。そのため

には国際性を視野に入れた、よりグローバルな意味でのグローカル化をはかり、地域特性を活かしたアートマネジ

メントの必要性を痛感し、人材育成、行政の施策、企業メセナの理解が現時点では重要であるという認識に行き

着きました。今後ともホールと実演家、市民がよりよい舞台芸術を創造する場の構築を推進していけたらと思い

ます。 （０１年７月）

自分で演奏会を企画してみたい! アートマネジメントって何? 仕事でどうしても音楽会を開催しなくちゃいけ

ないけどどうしよう! クラシック音楽って堅苦しくて嫌い! 栃木県内のホールではどうして男性を見かけないの?

等々、ホールを巡る様々な疑問から本セッションはスタートした。

欲張りにも、この欲求を満たそうといくつものカリキュラムが組まれた。

日本における芸術という言葉の意味、生活文化との関わり合い．．．。ガチンコで討論したとちぎ、全国における

クラシック音楽の抱える諸問題．．．。クラシック音楽の聞き手を増やすにはどうしたらいいの．．．。よく耳にするけ

ど、実体の分からないアートマネジメント? メセナ?．．．。クラシック音楽のライブ演奏の魅力! それをいかに聴衆は共

有し、聞き手の楽しみを見つけるのか?．．．。音楽会を開催したいけど予算の組み立てはどうしたらいいの?．．．。ア

イディアを出し、企画することは楽しいこと? それとも苦しみ?．．．。より充実した演奏会を開催するために、企業

協賛金はどのようにして獲得したらいいの?．．．。以上の項目を実際のプレゼンテーション、ワークショップ等を通

して語り合おう!と呼びかけた。

講師には、とちぎをはじめとして、全国の現場で第一線で活躍している熱い方々にお願いした。もちろん、TAM

として開催したからこそお集まりいただいた方々である。

参加者は、約４０名。この方々もそれぞれの立場で熱い思いを持ちながら模索していた方々ばかり。いわゆる耳

学問的な人はいなかった。彼らはTAMを通して見えたわずかな光を追いかけて、ゆっくりではあるが着実に地域

に根ざし、連携を図っている!と確信している。この分野、人が動かなければ何も起きないし、生まれない! そんな

漠然と思っていた考えが、間違いでないことを教えてくれたTAMであった。

全国のホール担当者や地域のアート制作者が、ベースとしてこんな考えを共通認識し、あらゆるネットワークが

展開される日が近いことを信じている。そして、益々TAMの役割は大きく、大いなる期待をさせていただきたい。

（０１年７月）
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Ｖol. ３５ ２００１年２月

アートマネジメントに必要な発想の転換
大阪セッション 美術‐１０

原　久子

すでに美術の分野の開催も大阪セッションが１０回目。神戸に引き続き関西での開催は２年連続ということに

なった。TAMの受講者にリピーターが非常に多いことには定評がある。神戸での『芸術の基礎体力―アートマ

ネジメントのABC』を基礎編と位置づけ、昨年の講座の次のステップとして今回の講座を考えた。

試行錯誤しながら現場を支えるアートマネジメントの仕事だが、慣れが出てくると経験的に行ってきたことを繰

り返してしまうことに陥りがちだ。とはいえ、仕事によって条件は異なるし、社会状況の変化に応じて処理せねば

ならない問題への対応方法も変わってくる。そこで、トピックとしてあげたのが、美術市場の循環に“地域通貨”

をあてられないかといったことや“ボランティア”などの問題だ。

これまでのTAMでもお金の話題は頻繁にあがってきたが、その多くはどうすれば助成金や企業協賛を獲得でき

るといったことだったと記憶する。しかし、助成金や協賛金の予算が無尽蔵に確保されているわけではない。そこ

で、“地域通貨”を導入するなど、アートにかかわる人々のコミュニティそのものや意識の変革を行い、美術作品の

流通や、さまざまな価値交換による市場の循環を考えようとする美術家・白川昌生氏の実践例を聞いた。

また、人手が必要になる大規模な展覧会等の催しでは、ボランティアの支援なくしては、人件費の問題などから

開催さえ難しい。そんなボランティアについて、参加する立場と、ボランティアのサポートを受ける立場から、それぞ

れ発言してもらった。非営利団体の代表をつとめる鬼塚哲郎氏は、ボランティアのニーズアセスメントを知り、そ

のニーズに沿ったプログラムを作成・実行し、実践後の評価を行い、次の活動、あるいは他の活動への参考モデル

として記録を残し役立てていく事の重要性を説いてくれた。

つねに動いている現場では、アートマネジメントの知識や経験も重要だが、状況を的確に判断し柔軟な態度で仕

事をすることが大切だ。美術界の文脈のなかだけで考えるのではなく、現実と向き合いながら、その場に応じ発想

の転換のできる人材が育つことの必要性を改めて強く感じた。 （０１年７月）
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TAMも新世紀に突入。前年からスタートしたチャレン

ジ編も回を重ね、各セッションのタイトルからもうかが

えるとおり、さまざまなバリエーションがあらわれます。

講座のターゲットやテーマの多様化に加え、開催スタ

イルの変化がみられます。福岡のカフェや帯広のワーク

ショップなど、TAMはいよいよ座学から、まちに向きあ

う実践の色あいを強め、社会にじわじわと染み出しつつ

あるようです。

2001年度

Vol.３６ 福岡　チャレンジ編‐４ ２００１年７月

「冷泉藝館―３daysアートセンター」

Vol.３７ 新潟　チャレンジ編‐５ ２００１年７‐８月

「翔ばたけ! ジュニアオーケストラ～子どものために、

地域、企業、行政、そしてホールは何ができるか～」

Vol.３８ 帯広　美術‐１１ ２００１年８‐９月

「はじめてのアートマネジメント

―人が動く、地域が目覚める」

Vol.３９ 広島 音楽‐８ ２００１年１０月

「コンサートって何 ?

―クラシックの音楽会について徹底的に考える―」

Vol.４０ 浪岡　演劇‐１４ ２００１年１１月

「映画祭メチエ―新しいアートマネジメントを目指して」

Vol.４１ 名古屋　総合‐３ ２００２年１月

「アートで、つながる― 芸術活動と地域社会を結ぶ

橋渡し役・アートマネジメントの真相とは―」

Vol.４２ 盛岡　チャレンジ編‐６ ２００２年３月

「市民参加から市民協働へ～アートの地産地消運動を～」

カフェ、ワークショップ―座学から実践へ





Ｖol. ３７ ２００１年７月‐８月

翔ばたけ！ジュニアオーケストラ～子どもたちのために地域、企業、行政、そしてホールは何ができるか～

新潟セッション チャレンジ‐５

新潟市民芸術文化会館事業課　中尾友彰

Ｖol. ３６ ２００１年７月

冷泉藝館―３daysアートセンター
福岡セッション チャレンジ‐４

ミュージアム・シティ・プロジェクト事務局長員　宮本初音

『冷泉藝館』は、ひとことでいえば、カフェを併設したアートセンターである。街のなかで現代美術を展開するプ

ロジェクトをおこなってきた「ミュージアム・シティ・プロジェクト」（MCP）のメンバーが中心になって企画を作り、

若いボランティアが運営に携わった。このプログラムは「アート業界と異業種をつなぐアートセンター」の３日間限

定のシミュレーションとして構想され、インフォメーションコーナー、レクチャールーム、オフィス、ギャラリー、カ

フェ等のスペースを作った。

また、ボランティアとして関わるスタッフをTAM受講生と位置づけ、事前に４回のレクチャーをおこなった。講

師には、アーティストでありつつスペース等の運営に携わっている人を招き、いわゆる「アーティスト・ラン・スペー

ス」のノウハウを聴いた。小石原剛（岡山・NPOミーツ代表）、宮川敬一（北九州・ギャラリーSOAP）、藤本由紀

夫（神戸・CAPメンバー）らによる実践的な講義では、アーティストの柔軟かつ斬新なアイデアと運営方針が紹介

され、若い受講生たちも刺激を受けた（敬称略）。

『冷泉藝館』当日の福岡は大変な猛暑となり、冷房がない旧小学校校舎の会場は、厳しいコンディションとなっ

た。それでも、窓外に樹木の見える元図書室のアジア風カフェでお茶を飲み（茶菓は無料提供）、アート情報をぱら

ぱら見つつ、友人たちと会話を交わし、時々は隣室のパフォーマンスやトークに参加する、という三日間はなかな

か充実していた。普段はあまりアートスペースに行かないというお客さんも、カフェでゆるゆるとした時間を過ご

してくださった。アートにはこんなぼんやりした時間と空間が必要なのではないだろうか。

アートを日常的に外とつなげていくための機能を持つスペースを常設にしたいというMCPの１０年来の野望。

『冷泉藝館』は貴重な３日間限定実験となったのである。 （０２年９月）

「冷泉藝館」ホームページ http://www.ne.jp/asahi/mcp/fukuoka/2001/07tam/index.html

９７年の演劇編、９８年の音楽編に引き続き、新潟では３回目の開催となったTAM。チャレンジ編（音楽）とな

った今回は、それにふさわしいようテーマも絞り込み、「ジュニアオーケストラ」にスポットを当てた。普段なかな

か取り上げられることのない題材だけに、各地の育成法、運営法、問題点、また官民の違いを一斉に紹介できた

ことは、関係者はもちろんのこと、受講者の大半を占める新潟市民に、財団が行う「ジュニア育成事業」への意識

を高めてもらう良い機会となった。

講座編に加えて今回は、公共ホールの仕事を体験する実践編を用意し、TAMの１ヵ月後に開催されたジュニ

アオーケストラの祭典「２００１ジュニアオーケストラフェスティバル in NIIGATA」（岡山市、北九州市、浜松市、

新潟市の４つの公立ジュニアオーケストラが参加）での制作・運営をこれにあてた。フェスティバルの１０日前から

参加した受講生は、出演団体との連絡調整、運営マニュアルの作成補助、当日の各団体のアテンドなど、単なる

雑務にとどまらず核となる仕事も担当し、講座を聞くだけでは決して得難い具体的なコンサート制作の手法を体

験した。

また、今回のTAMとジュニアオーケストラフェスティバルの開催がきっかけとなり、「全国公立ジュニアオーケ

ストラ連絡協議会」（仮称）発足に向けて、準備を進めることとなった。この協議会は、フェスティバルの開催や

各地の情報交換などを目的としており、現在、全国８つの公立ジュニアオーケストラと交流を深め、２００３年４月

発足を目指している。

TAMの開催から、今まさに新たな風が吹こうとしている。 （０２年９月）
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Ｖol. ３８ ２００１年８月‐９月

はじめてのアートマネジメント―人が動く、地域（マチ）が目覚める
帯広セッション 美術‐１１

川瀬直美

Ｖol. ３９ ２００１年１０月

コンサートって何 ?―クラシックの音楽会について徹底的に考える―
広島セッション 音楽‐8

（財）広島市文化財団文化事業部事務課　武村綾美

トヨタ自動車（株）という民間企業との共催事業であったこと、実施主体の３者（ディレクター、メセナ協議会、

当財団）が東京、広島と離れている状態で企画・準備を進めたことなど、私にとっては、今までに経験したことの

ない形での事業だったが、この事業にかかわったすべての方の協力で無事、事業を実施することができ、心から感

謝している。

担当者としての反省点は数多くあったが、定員を超える応募があり、事業が盛会だったことが、全ての苦労や

失敗を払拭できるほどの喜びだった。予想以上の大きな反響の原因は何だったのか、自分なりに考えてみたとこ

ろ、１．プログラム内容の充実、２．アートマネジメントへのニーズ、３．効果的な広報、の３つが思い当たった。

１のプログラムの作成については、十分に話し合った上で、最終的にはディレクターにまとめていただいた。そ

のため、一貫性があり、しかも、実験的なワークショップも含んだレベルの高い内容となったと自負している。２

については、「アートマネジメント」へのニーズが、考えていたよりも大きかったという、うれしい誤算であった。音

楽の分野に限らず、演劇、美術などさまざまなアートにおいて、「マネジメント」の必要性は高まっており、そこに

携わってみたいという人も増えていると言える。３の広報であるが、特に目新しい手法は使っていない。ただ、例

えばDMを出すにしても、音楽関係者からこのような事業に興味をもっているような人を紹介してもらったり、過

去に同種の講座を実施したところから情報をもらうなど少しでも参加の可能性が高いような人、団体を探してDM

を送った。地道なやり方ではあるが、確率は高かったように思う。

地域と芸術活動をつなぐコーディネーターであるアートマネージャー。アートマネージャーが育てば、音楽におい

て聴衆とアーチストをつなぐ一番の接点である「コンサート」プログラムが充実し、クラシックコンサートが抱える

大きな問題点である、観客の減少傾向に歯止めがかかるのではないだろうか。クラシックは敷居が高い、難しいと

いう先入観なしに、多くの人が自由に楽しむことができる環境づくりのために、アートマネジメントの重要性はま

すます高まっていくと痛感した。 （０２年９月）
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帯広セッションは、ワークショップ、シンポジウム、講座の３本柱で構成され、アートマネジメント体験編として０

１年８月にワークショップ（４日間）、アートマネジメント講座編として９月にシンポジウム・講座（３日間）を開催

した。実行委員は４２名、職業や仕事内容、立場もさまざまで、はじめて顔を合わせる人も多かった。これだけ人

が集まると、本セッションに対する思いは多種多様で、意見集約などには非常に時間がかかった。しかし、今まで

繋がりがなかった人と出会い、十勝の地域性やアートについて、マネジメントについて、真剣に考え、話し合いを重

ねたプロセスは大変意義深いものであった。

テーマ「はじめてのアートマネジメント」にもあるように、本セッションを開催するにあたり中心となって活動し

た実行委員は、私をはじめアートマネジメントの初心者たちが多い。マネジメント経験者である実行委員は、その

活動をサポートする側にまわり、自分でやったほうがスムーズに進むところ、もどかしい状況を見守った。それゆ

え、中心となって活動した実行委員が、本セッションで、一番吸収することが多かった参加者であると思う。

実行委員会を設立してから９ヶ月、やっと報告書をCD‐ROM化するところまで辿り着き、すべての業務を終

え、実行委員会は解散した。実行委員会設立までの準備を含めると１年以上にわたった活動の中で生まれたチー

ムワークとネットワークは、何ものにも換えがたいものである。

帯広セッションを単なるイベントに終わらせないように、今回得た経験とネットワークをどう活かし、具体的な

活動に発展させていくのかということを実行委員一人一人の今後の課題にしたい。そして、このセッションからア

ートマネジメント実践者が生まれ、次へとつながっていくことを信じている。 （０２年９月）



Ｖol. ４１ ２００２年１月

アートで、つながる―芸術活動と地域社会を結ぶ橋渡し役・アートマネジメントの真相とは―
名古屋セッション 総合‐３

愛知県文化情報センター 中村章子

Ｖol. ４０ ２００１年１１月

映画祭メチエ―新しいアートマネジメントを目指して
浪岡セッション 演劇‐１４

なみおか映画祭アソシエート・ディレクター 長谷川孝治

TAMで初めての「映画」アートマネジメント講座は、様々な可能性を孕みつつ終了した。正確には「映画祭」の

マネジメントに関する講座である。

映画祭の技術とは、作品の選定・組み合わせ・映画そのものへの深い理解に他ならない。しかも、映画に対する

愛を欠いていては成立しないのである。１０７年間の映画史は、作られつつある映画と消えつつある映画の攻防の

歴史であった。映画祭を作り上げるということは、常に新たな映画史観を構築することである。

本講座がなみおか映画祭の現場で開催されたことは決して故なきことではない。そこには映画を見せる側と見

せられる側の攻防が展開されていたからだ。それは、映画祭スタッフの映画史観と観客のそれがぶつかり合う場だ

と言い換えることができる。受講者は、ギリギリまで到着しないフィルムを忍耐と確信を持って待つ映画祭スタッ

フの姿、古い映画を保存する修復者の姿、映写技師の姿、未見のフィルム群に刻々と白熱していく観客の姿を

目撃したはずだ。映画祭が成立する瞬間に立ち合うことは、そのまま本講座最大のセッションであった。

世界では、少なく見積もっても毎年３０００本の映画が製作されている。映画祭を作り上げるとは、今まで製作

されてきたおびただしいフィルム相互のシークェンス（組み合わせ）を考え抜き、実行することに他ならない。誰か

にとって重要な映画は、別な誰かにとって必ずしも重要であるとは限らず、しかし、個人的事情を越えて屹立する

映画は確実にあるのである。

もしも、TAMで映画をテーマとしたセッションが何処かで継続されるとしたら、次の課題は作られつつある優

れた映画をどのようにしたらサポートできるかを考えることであり、その製作の現場に映画祭が積極的に荷担する

ことであるだろう。デジタルムービーの普及は従来の映画製作のしきたりとバジェットを変えてきた。バラバラに

存在するのではなく、横断的に繋がること、映画祭開催のメチエ（技術）を獲得することは、演劇や美術や音楽を

繋ぐためのスキルを獲得することでもある筈だ。 （０２年９月）

名古屋で２回目となった今回は、アートマネジメントを考える際、最も重要な課題のひとつである様々な“つな

がり”をテーマに、合同セッションと ①「アウトリーチについて」②「ネットワークの構築について」③「企業メセ

ナへのアプローチ」の３つの分科会で参加型の討議を行った。参加者は１１３名と定員を上回り、その内の４０％の

方が県外からであった。これは各地でアートマネージャー志向の輪が着実に育ってきている証であり、過去約５年

にわたり全国で既に４０回も行われてきた、TAMの成果でもあると言えよう。また、参加者層が、実際に企画・制

作等にたずさわる実務経験者の方が多かったのもひとつの特徴であった。事前に参加者から募った仮の企画書

をもとにプレゼンテーションを行ったワークショップは大変好評で、参加者からは「時間が足らなかった」「もっと

深く話し合いたかった」などの熱いコメントがアンケートで寄せられた。

各分科会の概要は、①では、ワタリウム美術館や小出郷文化会館における斬新なアウトリーチ活動の事例紹介

と、グループ課題研究が行われた。②では、地域社会・市民・自治体とのつながり、行政とのつながり、同種の活動

拠点同士（劇場間など）の基礎的な各ネットワークが機能するためのアートマネージャーの役割として、ひとりひと

りが主体的に関わり、自分の能力を出せる場をつくっていくことの重要性が提示された。③では、メセナ支援申

し込みのケーススタディと、それに対する企業側の率直な印象が述べられるなど、全体として参加者にとって今後

の企画制作等に大変参考となる講座であった。 （０２年９月）
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Ｖol. ４２ ２００２年３月

市民参加から市民協働へ～アートの地産地消運動を～
盛岡セッション チャレンジ‐６

盛岡市観光文化交流センター副館長　坂田裕一

前回（１９９８年１月）の盛岡セッションのテーマは「地域文化と演劇」、市民参加型の演劇運動で地域に演劇を

根付かせるための方策について議論し、その際の課題として、地域で生み出される作品の質や地域と演劇の関係

性が提起された。

今回は、その提起された課題を継承し、「市民参加という底辺拡充型の文化ホール側の仕掛け」から「市民と

行政・地域が共通・対等の立場で協働する市民協働型演劇振興」による「アートの地産地消」の実践について討

議するとともに、作品を高める方策として「ドラマリーディング」の活用を実践した。

ドラマリーディングは、公募作品と地元作家による既上演作品併せて３本の作品を上演。

アートの地産地消の実践については、「地域通貨」の可能性と、「中心市街地にアートの空間を」という二つの提

起を行った。地域通貨についてはアートの現場でのキチンとした実践例がないことから、地域通貨そのものの基本

的考え方の議論で終わったが、試行・実践へのアプローチとして大切な一歩を記した。「中心市街地にアートの空

間を」というメッセージは、近年の郊外型大型ショッピングセンターの立地により、衰退を余儀なくされている地

方中核都市の市街地の活性化をアートの現場との協働で、という趣旨で提起したものであった。しかし、盛岡市

の現実が、既にアートとの協働を歴史的にも実践し、地方都市の中では比較的中心市街地が元気であることから、

現実性を帯びた論議としては成立し難かった。

「ドラマリーディング」「地域通貨」「中心市街地にアートの空間を」の３つの提起は市民参加型の演劇振興から

一歩すすめる上で、大切なアプローチであり、今回はその入口を紹介した形だった。今後、如何にこれらの実践に

つなげていくかが課題となろう。 （０２年９月）
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浪岡に続き、TAMとしては２回目の映画を取りあげる

セッションを開催。また、アートを動かすシステムや流

通に注目したベンチャー企業を支援するようなプログ

ラムや、ビジネス・スクールの方法論を取り入れたセッ

ションも開催され、アートマネジメントがイベント開催

から恒常的な活動として捉えられるよう潮流を反映し

た年となりました。２０００年から始まった名古屋大会

は、その後も毎年開催され、この年３回目を迎えました。

2002年度

Vol.４３ 名古屋　総合‐４ ２００２年８‐９月

「アートマネジメントを動かす力

―求められる〈場・人・ネットワーク〉―」

Vol.４４ 神戸　チャレンジ編‐７ ２００２年１０月‐０３年８月

「システムリサイクルプロジェクト

期間限定〈芸術環境整備事務所〉の設立と運営」

Vol.４５ 東京　総合‐５ ２００２年１０月

「アートマネジメント教育― 現場が求める人材とは」

Vol.４６ 浜松 美術‐１２ ２００２年１１月

「アートマネジメント・こと・はじめ

―地域にとって、美術は何ができるか―」

Vol.４７ 小出郷　音楽‐９ ２００２年１１‐１２月

「子どもはハタラけ、大人は学べ?!」

Vol.４８ 高知　演劇‐１５ ２００３年１月

「シネママネジメントの挑戦

―公共的な映画事業を立ち上げよう!」

Vol.４９ 横浜　音楽‐１０ ２００３年３月

「もう一度!  アートマネジメント」

目指せベンチャー起業





Ｖol. ４４ ２００２年１０月‐０３年８月

システムリサイクルプロジェクト〈芸術環境整備事務所〉の設立と運営
神戸セッション チャレンジ‐７

神戸アートビレッジセンター 木ノ下智恵子

Ｖol. ４３ ２００２年８月‐９月

アートマネジメントを動かす力― 求められる〈場・人・ネットワーク〉―
名古屋セッション 総合‐４

オフィス・マッチング・モウル 池田ちか

２０００年より名古屋で毎年開催しているトヨタ・アートマネジメント講座も第３回目をむかえ、地元名古屋では

かなり定着してきたTAMに新しい流れを取り入れたいと企画された今回。会場をいつもの愛知県芸術文化セン

ターから、名古屋市民芸術村構想の「アートポート」、N-mark によるアートリゾートプロジェクト「KIGUTSU（キ

グツ）」、「ISEA（電子芸術国際会議２００２名古屋）」などで何かと話題の多い港区の名古屋港湾会館に移し、地

元のアドバイザーで構成された実行委員会によって内容が組み立てられました。

毎回「総合」で行われる名古屋TAMですが、アートマネジメントの魅力と可能性、アートマネジメントの役割と

機能について考えてきたこれまでの基礎的な段階から、今回は名古屋にいくつか存在するアートスペースに注目し、

現場で起こるさまざまな課題のなかから、「場（スペース）の運営方法」「運営のための人材育成」「ネットワーク機能

の活用」に焦点をしぼって、現場で役立つマネジメントを検証するという実践的な段階へと名古屋TAMが移行す

る節目の講座となりました。

キーワードは〈場・人・ネットワーク〉。この３つの要素がうまく機能するか否かによって、プロジェクトの結果は

大きく左右されます。真に求められる〈場〉〈人〉〈ネットワーク〉とは何か、またその力を最大限に生かすにはどうし

たらよいのか、実際の現場で活躍しているアートマネージャーたちの報告をもとに、徹底的な討論が交わされまし

た。当日最後は、すべての分科会が時間を延長するという白熱のセッションで終了しました。

リピーターの多い名古屋TAMですが、今回はアートマネジメントの現場に携わっていたり、また将来アートマネジ

メントの現場に関わっていきたいという参加者がいつもにまして多く、アンケートでは「他の分科会にも参加した

い」「時間が足りない」という熱心な意見が目立ったのも特徴です。マネジメントの現場について地元名古屋の関

心の高さをうかがい知ることのできたセッションとなりました。 （０４年８月）

TAMとは、Vol.２７「芸術の基礎体力」、アフターTAM「自主トレ編〈記憶の賞味期限展〉」は元より、演劇部

門をふまえると通算５度目になる長いおつきあいです。その集大成ともいえるチャレンジ編として始動した「シス

テムリサイクルプロジェクト〈芸術環境整備事務所〉｣。この架空の事務所は、芸術環境の問題点を洗い出し、その

解決策を試みるために必要な場として、さまざまな実験を通じながら基盤整備を目指す期間限定のアートマネジメ

ントの実践プログラムです。

軍資金と開催場所を活用して有効な芸術環境整備を発案・実践をすることを目的に集まった、芸術系大学院

生、美術家、ライター、建築関係者など８名の有志は、個人の活動よりも更に大きな枠組みを意識して、何らかの

アクションをおこすために、多くの時間と濃密なコミュニケーションを共有してきました。個々のフィールドや経験

知の違いによる遠慮や摩擦。物事に対する解釈の違いや問題認識のズレなど。常に何かに悩みながらミーティン

グを重ね、メーリングリストでは１０００件近い膨大な言葉を交わしました。メンバー自身が個々に現状を自問自答

すると共に、他者との対話を繰り広げながら解決の糸口を見つけだす月日。この濃密な時間と経験に重要なキー

ワードが宿っていることに気付いた彼らは、芸術環境の“困りコト”を相談の実践によってもみほぐし、“アイデア”

に出会える場を提供するプロジェクト「ソーダンタンク」を生み出しました。

２００３年８月、藤浩志（美術家）、下田展久（CAPHOUSEディレクター）、雨森信（フリーランスキュレーター

/ remo）など、魅力的なバーマスターをお迎えし、１日限定のスペシャル対話空間「ソーダンサロン/ソーダッタン

ダ」を開催。真夏のひととき、飲物を片手に様々な「ソーダン」を繰り広げ、互いの足下を確認しあい、そして顔を

あげ、対話した個々人は、自身の日常にある芸術環境の整備について、【?】モヤモヤから【! 】アイデアという心の

お土産を持ち帰られたことでしょう。 （０４年８月）
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Ｖol. ４６ ２００２年１１月

アートマネジメント・こと・はじめ―地域にとって、美術は何ができるか―
浜松セッション 美術‐１２

静岡文化芸術大学　谷川真美

Ｖol. ４5  ２００２年１０月

アートマネジメント教育― 現場が求める人材とは
東京会議２００２ 総合‐５

TAM運営委員会

４年ぶりに東京で開催されたTAM。各地のセッションでは扱いきれないマクロな問題を取り上げるのが総合

セッションの位置付けだが、あくまで等身大かつタイムリーな問題にこだわるTAMの現場主義は、今回のテーマと

して日本におけるアートマネジメント教育と職業的な現場との溝を取り上げることとした。

アートマネジメントを専門に教える講座が日本の大学に開設されて１０年。いまやアートプロデュースの学科や文

化政策の学部が続々と増え、大学院も含めて「アートマネジメントを専攻した」と称する専門家の卵たちが世に輩

出される時代となった。しかし現場はこうした人材を受け入れる環境が整っているとは言いがたく、心情的にもた

めらいや否定論が根強い。「専門学科を出たとはいえ、新卒者が即戦力になるのか?」「教室で学ぶアートマネジメ

ントなど、役にたたない」「マネジメント以前に、アートに対する情熱は本物か?」――こうした逆風のなか、夢を抱

き純粋な意欲に燃える若者たちを育てる大学側は、どのように考えているのか?

１０時間におよぶ東京会議は多くの学生たちがつめかけ、会場は朝から熱気を帯びた。「大学と現場の対論」形

式で始まった討議は、人材バンクに関する産学協同研究の報告のあと、円卓会議へと続き、大学と現場をつなぐ

システムとしてインターン制度が取り上げられた。この日の会議を通じて確認されたのは、今後、両者の連携が深

まり人材が往来する回路ができると、「学部を卒業⇒現場での職務経験⇒大学院でのリカレント教育」という人

材育成システムだけでなく、「現場の経験知⇒専門研究機関への情報提供⇒研究成果を現場にフィードバック」

という専門的研究の発展も期待されるということである。即戦力云々の近視眼的議論から脱却し、より長期的な

展望を共有することで、両者の心情的な溝はかなり埋まった感がした１日であった。（文責：ディレクター・熊倉）

（０４年８月）

会議録申込先：〒１００‐０００６ 東京都千代田区有楽町２‐５‐１有楽町マリオン１３F

TAM運営委員会事務局（企業メセナ協議会内）e-mail : kmk@mecenat.or. jp

浜松セッションでは、コーディネーター自身が浜松という土地に赴任して持った個人的な実感から企画を始め

たこともあって、正面から「地域」の問題にぶち当たるといった感じの、良くも悪くもシリアスなものになった。他

のジャンルのアートよりも取り組みがやや弱い、と県内でも自認されている美術分野での開催ということも、より企

画を難しくしたといえるかもしれない。

地域によっては、すでに広い意味でのアートイベントが数多く開催され、その実施結果に関して様々な問題が出

ているようなところもあるだろうが、いっぽうで、アートイベント自体を開催するにあたってのノウハウの蓄積も、ス

タッフの共有知識もまだなく、それでもアートへの愛情を持ち、自分のいる地域の現状をなんとかしたいという熱

意を持っている人々が散在しているというところもある。いうまでもなく我々の地域は後者であり、そういう意味

ではパネラーらと一般の講座参加者の間で、まず認識を共有することの難しさがあった。しかし、さまざまなレベ

ルで抱えている「この現状をなんとかしたい」という切羽詰った感情だけは、すべての参加者に共通であった。それ

まで一度もこのような美術セッションが行われたことがなかった同地での開催が、新しく「アートマネジメント」の

入り口に立つためのきっかけになったという参加者もいたことが、あえていうならこのセッションの意義だったので

はないだろうか。

このような地域においては、アートに関してすでに何らかの実務についている者同士は、絶対数が少なく日々の

仕事に追われるために、ネットワークを有効に活用することも難しいのが現実だが、それでも、セッションでの経験

を布石として、草の根的な活動が徐々にお互いにつながりを持ちつつあるところもあり、より長期的なスパンでの

活動を促すためにはさらなる研鑚の機会が必要だろう。TAMの投げた「石」の責任を改めていま感じているところ

である。 （０４年８月）
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Ｖol. ４８ ２００３年１月

シネママネジメントの挑戦―公共的な映画事業を立ち上げよう!
高知セッション 演劇‐１５

高知県文化財団企画課　藤田直義

Ｖol. ４７ ２００２年１１月‐１２月

子どもはハタラけ、大人は学べ?!
小出郷セッション 音楽‐９

小出郷文化会館　榎本広樹

子どもたち自身が形作っているコミュニティの姿は、大人にはなかなか見えない。大人は自分の子ども時代を思

い返して、「子どものことがわかる」と思いたがるが、「人は記憶を捏造し、粉飾するものだ」という心理学のさまざ

まな実験結果を知れば、それが虚像に過ぎないことに鳥肌が立つ。子どもが成長して大人になるのではなく、子ど

もは死んで、大人になるのだ。

「子どもはハタラけ、大人は学べ」と題されたTAM小出郷セッションで明らかになったのは、子どもと大人の意識

のずれだった。アウトリーチで学校訪問があっても、数ヶ月すると「出演した音楽家の名前も演奏された曲名も覚

えていない」と言い放つ子どもたち。週１回２時間だけ集まるジュニア吹奏楽団には、音楽が楽しくて来ているの

だろうという大人の側の思い込みを打ち砕いて、「話したことがなくても、メンバーは全員友達だから」と主張する

子どもたち。大人の幻想に何の頓着もせず、子どもたちは独自の世界を作る。

その差を認めるところからしか、新たな方策は生まれ得ない。群馬県新町で地域総合スポーツクラブを設立・運

営する小出利一氏の報告は、スポーツが人と人を結ぶことができるという確信に満ちていた。チェロ奏者堀了介氏

の言葉からは、子どもたちがどう受け取ろうと自分は自分の信じた音楽を作り続けるだけだという強固な意志が

腹の底にあった。それ以外にも、学校現場で、塾で、あるいはアート系のサークル活動の場で、それぞれ苦悩しつつ

もその場に生き続けようとしている大人たちの声を今あらためて振り返って思う。もし芸術に、人が生きていく上

で欠くべからざる力があると信じるなら、それをできるかぎり多様に展開していくことだけが、私たち大人にできる

ことのほとんど全てなのだ。倦むことなく、飽くことなく。 （０４年８月）

高知県で２度目となったTAMは、浪岡セッションに続いて「映画」を取り上げさせていただいた。今回のセッシ

ョンは、ある意味アートマネジメントの手練れである自主上映活動主宰者を主な対象にしたセッションであり、マネ

ジメントの技術を磨くというより次のアクションを期待してのプログラム構成となった。

高知市は自主上映活動が盛んだと言われており、実際映画館以外での上映本数が全国的に見ても多い。しかし

それは映画館での上映作品が少ないことの裏返しである。それに、自主上映グループの顔ぶれも２０年前とほとん

ど変わらない。そのような状況で高知県の映画状況に一石を投じるには?

本講座の内容を検討していた頃、（財）国際文化交流推進協会（エース・ジャパン）などの主宰する映画上映ネッ

トワーク会議において「コミュニティ・シネマ」という概念が提起された。それを受けて本講座では「コミュニティ・

シネマ」について取り上げると共に、上映活動を様々な角度から取り上げた。

「コミュニティ・シネマ」はその後燎原の火の如く全国に広がっているが、本講座を契機に高知にもその火は点火

した。本講座の実行委員の一人が中心となって「高知に市民映画館（コミュニティ・シネマ）を作る会」が結成さ

れ、近い内にNPO設立を申請する見通しである。

今年７月には高知県に初めてのシネコンが郊外のショッピングセンターに誕生した。しかし、さまざまな映画が

見られるようになるという県民の期待に反して、上映作品は既存の映画館の上映作品とほとんど同じである。一

方「市民映画館」は上映作品の多様化に貢献するだけでなく、中心商店街の新たな文化発信拠点としても期待さ

れている。８月には「コミュニティ・シネマ」の生みの親、映画上映ネットワーク会議を高知県立美術館で開催する。

会議の開催が「シネママネジメントの挑戦」が成就する後押しとなることを期待したい。 （０４年８月）

報告集申込先：〒７８１‐８１２３ 高知市高須３５３‐２ 高知県文化財団企画課（送料１６０円分の切手同封）
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横浜で初めてのTAM音楽セッションだったと聞いておりますが、音楽自体や演奏という芸術活動そのものに

フォーカスすることではなく、音楽･芸術を通じてどのように社会と接点を見出していくかが、アートマネジメント

講座の趣旨にふさわしいと考え、その上で以下のプログラムを考えました。

１日目は、「社会を変える芸術の可能性」を池上惇先生のレクチャーを皮切りに、社会に近づくアート〈Part１〉

として私共の特定非営利活動法人ポップ・ライフ・ジャパンの３年間の活動とその成果について、〈Part ２〉は野村

誠氏の演奏を含めてアウトリーチ活動を紹介し、熊倉さんのナビゲートでディスカッションを行いました。２日目は

より実務的なアートマネジメントの勉強になるように、参加者を４０名前後まで絞りこみ６グループに分け、現実の

活動を題材にケーススタディメソッドを用い、その背景にある戦略、迷い、悩みなどを赤裸々なケースについてグル

ープごとに検討・議論し発表を行いました。具体的には、１日目にアートの可能性、その可能性を社会につなぐマ

ネジメントの必要性をそれぞれ原点に返って考えてみることにしました。「アートマネジメント」が、何か特別なマネ

ジメント体系というよりは、アートという創作物を、その魅力を最大化させ、広く社会とつなげていくようにマネ

ジメントを行うというものであり、他の組織マネジメントやマーケティング戦略と大きく異なるものではないことを

確認する機会になりました。２日目は、コンサート事業を行う団体P社のケーステキストを前日に参加者へ配布し、

P社の戦略について、自らがP社の代表になったつもりで、読み込んできてもらい、グループごとに討議・発表して

もらいました。そして、それぞれのグループの考えを発表し、更に皆でディスカッションを行い、アートをいかにマ

ネジメントしていくかについて、意見交換が活発に行なわれました。

以上が横浜における音楽セッションの中身ですが、参加者はとても熱心であり、特に２日目におこなったケース

メソッドは白熱し、ほとんどの参加者がまたやりたいと感じてくれました。何よりも、私共のような小さな団体の３年

強の活動について、TAMという大きな舞台で総括する機会を与えられ、更にジャンプアップする意欲を持てたこ

とに、大変感謝しております。 （０４年８月）

Ｖol. ４９ ２００３年３月

もう一度 ! アートマネジメント
横浜セッション 音楽‐１０

特定非営利活動法人ポップ・ライフ・ジャパン代表　宮野尚紀
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８年間の活動を総括し、アートマネジメントの未来を探

ることを目標に、２００３年度は一連の流れにそって４講

座を開催しました。名古屋大会では、過去にTAMを開

催した１３名の地域コーディネーターが地域の現状と課

題を議論。続く大阪、山口では、フィールドワークや評

価をキーワードにケーススタディと新たな方法論を試

みました。最終回となる東京会議では初の公募スピー

チ大会を実施。全国３２地域で５３回実施したTAMの

参加者は、延べ１万人に達しました。

2003年度

Vol.５０ 名古屋　総合‐６ ２００３年１０月

「これでいいのか? アートマネジメント! 」

Vol.５１ 大阪　総合‐７ ２００４年１月

「まちとアートの練習問題

―芸術化する現場のフィールドワーク」

Vol.５２ 山口　総合‐８ ２００４年２月

「評価システムを評価する

― 21世紀型の公共文化施設を目指して－」

Vol.５３ 東京 総合‐９ ２００４年３月

「続・これでいいのか? アートマネジメント!

次世代からのマニフェスト― TAMスピーチ大会」

8年間の参加者数、延べ1万人





Ｖol. ５１ ２００４年１月

まちとアートの練習問題 ― 芸術化する現場のフィールドワーク
大阪セッション 総合‐７

應典院寺町倶楽部　秋田光彦

Ｖol. ５０ ２００３年１０月

これでいいのか? アートマネジメント!
名古屋大会２００３　総合‐６

TAM名古屋大会実行委員会

通算５０回目のセッションを名古屋で迎えることとなったTAM。しかもファイナルの年の幕開けである。これま

でTAMの７年間を振り返り、アートマネジメントの現場がいまどうなっているのかを総括すべく、４つの分科会に

は各地の地域コーディネーターの方々にお集まりいただいた。

このセッションの後、大阪セッションでは地域のフィールドワーク、山口セッションでは観客による文化施設の通

信簿づくり、最後の東京会議ではスピーチ大会というように、新機軸の実験を試み続けてファイナル・イヤーを走

り抜けたTAMにとって、この名古屋大会は最後のじっくりとした語り合いの場となった。

TAMを契機に地域で新たな活動が派生したコーディネーターたちが集まった美術分野（分科会１「TAMを経験

した地域と現場」）。比較的マネジメント業が確立しているなかで、文化施設を軸に地域ベースの新たな流れが明

確に確認された音楽分野（分科会２「日本のコンサートシーンが元気になるために」）。アートマネジメントは果たし

てアートにとって本当に有益なのか、セッションの題目どおり「これでいいのか」という根源的な問題提起から始ま

り未来像を模索した演劇分野（分科会３「現場からの逆襲」）。「ソーダンタンク」という画期的な非講座形式のチ

ャレンジ編TAMを体験した神戸や、ファイナル・イヤーのバトンを受け取る大阪と山口からコーディネーターが集

まり、アートマネジメントのこれからの拠点や役割、方法論を語った総合分野（分科会４「〈市民のための文化施

設〉って?」）。４回目となった名古屋大会は、TAMが７年間こだわり続けた「地域と現場」を焦点として、講座の基

本であるパネル・ディスカッション形式で、静かに熱く議論が展開された。（文責：ディレクター・熊倉）

（０４年８月）

会議録申込先：〒１００‐０００６ 東京都千代田区有楽町２‐５‐１有楽町マリオン１３F

TAM運営委員会事務局（企業メセナ協議会内）e-mail : kmk@mecenat.or. jp

お寺でTAMを開催したのには、訳がある。仏教は、すべての関係性に気づき（縁起）、関係性に生きる（慈悲）

教えである。アーツと社会の架橋の行方に、ともに生きて、支えあうような関係性の成熟を見て取る。それが、講

座の底辺に秘められた私たちの願いであった。

２日間の大部分は、空堀、新世界、寺町という大阪の３つのまちについて、それを識り、歩き、学び、分かち合う、

という参加型のグループワークで進行した。ゲストの多くは、芸術の専門家というより、さまざまな職業人である。

建築家あり、社会福祉法人理事長あり、菓子屋の社長あり。まちとひとを通じて、私たちがさまざまな関係性の上

に生きている、というごく当たり前のことを当事者の語りを通して、伝えることを目的としていた。またグループの

世話役を務めたリーダーたち１１名も大学生、社会人院生、新聞記者や都市計画家など、應典院の呼びかけに応

じてくれた、非専門家の人々だった。誰もが一人称でアーツとの親密な関係性を語り始める時、自分の内部に目

に見えないものの価値を浮かび上がらせる。私は、そこに宗教と相似した感覚を覚える。

８０名の受講者にとって、今回の企画が懇切丁寧なものであったとは思えない。参加意識、自発性、対人関係、

協調性、問題解決等々、数々のポジティブな「基礎体力」が求められた。しかし、対話、交流、協働など新しい関係

性構築の能力が必要とされる今、アーツから、新しい社会参加（表現）へのモチベーションを提示することも、今回

の講座のねらいであった。

TAMで得た私たちの収穫は大きい。アーツを社会につなぐため、私たちの次のプロジェクト「アーツによる若年

者の雇用能力開発」が動き始めている。生き方にかかわるアーツマネジメントとは、個人のエンパワーメントを育

むものでなくてはならない、と思う。 （０４年８月）
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Ｖol. ５３ ２００４年３月

続・これでいいのか? アートマネジメント! 次世代からのマニフェスト― TAMスピーチ大会
東京会議２００４　総合‐９

TAM運営委員会

Ｖol. ５２ ２００４年２月

評価システムを評価する― 21世紀型の公共文化施設を目指して―
山口セッション 総合‐８

山口情報芸術センター シアターディレクター 岸　正人

山口情報芸術センターは、建設中に３ヶ月に及ぶ工事中断と「見直し」論議を経て、２００３年１１月に開館しま

した。その過程で多くの議論を巻き起こした施設なのだから、今後の公共文化施設のあり方を問うセッションにし

たいと、「評価」をテーマとすることを提案させていただきました。

TAM開始より８年の間で公共文化施設を取り巻く環境も大きく変わって来ています。貸館型ではない拠点施

設の増加やミッションの必要性が叫ばれる一方で、自治体の予算削減に伴う文化予算の見直し、指定管理者制度

の導入や独立行政法人化など、存在そのものを問う状況にも置かれてきています。いずれも、その施設や事業をど

のように評価するかが問われていると言えます。

そんな時期的にも注目を集めているテーマだったため、かなり遠方も含め広域から多くの文化施設や行政関係、

劇団やNPO関係、「見直し」に関わった方も含めた多くの市民にご参加いただくことができました。

基調講演を始め、各地の事例報告、そして、つなぐNPOによる「公共施設の通信簿YCAM版」評価ツアーと、

参加者のみならず開催側自らが参考になることが多く、企画から開催に至る過程も含め非常に勉強になりました。

また、講座は、参加者も含め活発な議論をいただくことができました。半年を経過したいまでも、資料のお問い合

わせをいただいています。「文化施設の通信簿」ツアーも、他文化施設でも開催の予定と伺っています。

「評価」は、公共施設として避けては通れない課題であり、個人的にもまたYCAMとしても、引き続き取り組んで

いかなければならないと考えています。合わせて、YCAM独自のアートマネジメントに関する講座も今年度中に開

催を計画しています。TAM山口セッション開催で培ったノウハウやネットワークを今後の事業や施設運営に生か

すことで、「評価」に値する魅力ある文化施設としたいと思います。 （０４年８月）

TAMのファイナル・セッションをどのように締めくくるか。悩みに悩んだ挙句、TAMはやはり最後まで現場主義

を貫くことになった。最後にこだわった現場のテーマは、ずばりTAMの成果。つまり、アートマネジメントの分野で

次世代の人材が育ってきていることを確認することである。若い芽が確実に存在することを見届けるには、実際

に若い芽に出てきてもらわねばならない。そこで全国公募のスピーチ大会となったのだが、果たして本当にそんな

ツワモノが何人もいるのか? しかも賞金は１０万円。とはいえ、決して主催者が賞金を出し渋ったわけではなく、こ

れは敢えて「賞金目当て」の可能性を排除したいというディレクター側のこだわりである。

幸い５０名の応募をいただき、しかも、内容はいずれ劣らぬ力作で一次選考は大変だったが、選考にあたっては

「次世代からのマニフェスト」にふさわしいよう、論文的な分析よりも具体的な提案を重視した。

そしてスピーチ大会当日。「アート・ソムリエ―企業メセナを変える２１世紀型アートビジネス―」（小林真由子

さん。兵庫・学生）、「アートが社会の中で自立するために」（山吹善彦さん。東京・会社員）、「アートにおけるNPO

の可能性」（奥村圭二郎さん。東京・学生）、「新指標による社会のイノベーション」（藤浪諭之さん。静岡・会社

員）、そして特別枠として「“楽ガキ”のススメ」（後藤秀樹さん。愛知・会社員）の５つのスピーチが壇上で披露

された。流麗なプレゼンもあれば、本題に入る前に時間切れになったり、頭が真っ白になったりする人もあり、会場

は８年間のTAMでは味わえなかった新鮮なスリルに満ちた。「次世代のマニフェスト賞」は、新鮮なアイディアを提

案した学生の小林さんが受賞した。

TAMが最後に差し出したマイクを、多くの人がしっかり受けとめてくださったことにわれわれは大きな手ごたえ

を感じた。全ての応募者の勇気に心からの感謝を捧げたい。（文責：ディレクター・熊倉） （０４年８月）

会議録申込先：〒１００‐０００６ 東京都千代田区有楽町２‐５‐１有楽町マリオン１３F

TAM運営委員会事務局（企業メセナ協議会内）e-mail : kmk@mecenat.or. jp
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